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「観光ナガサキを支える“道守"養成ユニット」は、長崎大学が長崎県と連携して

実施する社会人のための人材養成プログラムで、平成 20年度の文部科学省科学技術

振興調整費「地域再生人材創出拠点の形成」のひとつとして採択されました。平成

20年度は 52件の応募があり、 13件が採択されました。

“道守"養成ユニットの目的は、「地元企業や市民を含む各種技術レベルの“道守"

を養成し、観光立県ナガサキの交通インフラ施設の維持管理に貢献するとともに、新

たなインフラ維持管理の技術と産業を振興し、観光と産業の両面から地域再生と活性

化を支援すること」にあります。

教会群等の観光資源が離半島に点在し、それらを結ぶ渡海橋や港湾等のインフラ構

造物が多数存在する長崎県においては、観光地のネットワーク化という意味で「道」

は重要な役割を果たしています。その「道」を常に健全な状態に保つための人材を養

成することにより、間接的に観光立県ナガサキの地域再生に貢献するとともに、産業

の活性化にも繋げようとするものです。

平成20年度は、 10月3日に道路関連施設のメンテナンスに関わる講演会を開催し

ました。これをオープニングセレモニーとして、 10月31日から毎週金曜日 8週にわ

たる“道守補"コースを開設するとともに、長崎市、佐世保市、五島市で出前講座と

しての“道守補助員"コースを実施しました。“道守補"コースには41人の応募者の

中から 25人、“道守補助員"コースには応募者 34人中 31人が参加されました。ま
た、平成 20年度末には、実際に“道守補コース"および“道守補助員コース"を担

当された講師、および受講者による成果報告会を開催しますとともに、これからの建

設業のあり方を考える上で、興味深く、しかも意義深い内容の講演会を企画実施しま

した。

本プログラムは平成20年度から 5年間実施予定です。平成21年度からは“特定道
守"コース、“道守"コースも開始されます。本プログラムの成功は、建設業に係わ

る方はもちろんのこと、一般市民、ボランティアの方々のご協力、ご支援がなければ

ありえないものと考えています。皆様方に今後も変わらぬご指導とご鞭援を賜ります

ようお願い申し上げます。
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1 事業概要

1. 1 事業名

「観光ナガサキを支える“道守"養成ユニット」

1. 2 事業目的

観光立県を目指す長崎県には教会群等の観光資源が離半島に点在し、それらを結ぶ渡

海橋や港湾等のインフラ構造工学科物が多数存在する。県の財政状況は厳しく、建設事

業費は削減され、維持管理費の増額も見込めない状況にある中、これらインフラ構造工

学科物の維持管理に関しては費用や人材の面で課題がある。長崎県と密接に連携を図り、

県内の自治体職員、建設・コンサルタント業、 NPO、地域住民を対象とし、“まちおこし"

の基盤となる道路構造工学科施設等のインフラ構造工学科物の維持管理や再生・長寿命

化に携わる各種技術レベルの“道守"(道守、特定道守、道守補、道守補助員)を養成し、

観光立県の交通インフラ施設の維持管理に貢献するとともに、新たなインフラ維持管理

の技術と産業を振興し、観光と産業の両面から地域再生と活性化を支援する。

1. 3 地域再生人材創出構想の内容

県内の自治体職員、建設・コンサルタント業、 NPO、地域住民を対象とし、道路構造施

設の維持管理に携わる“道守"を養成し、 “まちおこし"の基盤となるインフラ構造物

の再生・長寿命化に係わる人材を創出することを目的としている。技術士、診断士、土

木施工管理技士等の各公的資格レベルに応じた基礎知識、応用能力をもっ人材と、一般

市民(ボランティア、愛護団体等)を対象として構造物の日常的な観察・点検ができる

人材を養成する。インフラの維持管理には調査、診断、特定高度技術が必要であるため、

講義、実験、実地研修等を組み合せた総合的なコースを設置する。本人材養成ユニット

をインフラ長寿命化センターの任務として位置づけ、終了後も継続的に人材養成事業を

実施展開する。これらを遂行することにより、観光振興及び新産業創出の両面から雇用

創出と地域再生・活性化を支援する。
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1. 4 本事業の運営委員会委員

センター長 松田浩

副センター長 蒋宇静

副センター長 原田哲夫

第1部門長 中村聖三

第2部門長 才本明秀

第3部門長 森田千尋

産学官連携研究員 主純祥、 出水享、 西山愛弓

事務補佐員 松永住代子

技能補佐員 出水亜紀乃

所属 氏名 役職

構造工学科 松田浩 教授

社会開発工学科 蒋宇静 教授

構造工学科 原田哲夫 教授

社会開発工学科 中村聖三 准教授

生産科学研究科(機械システム工学科) 才本明秀 准教授

生産科学研究科(構造工学科) 森田千尋 准教授

社会開発工学科 ます田彰秀 教授

電気電子工学科 山下敬彦 教授

構造工学科 勝目順一 准教授

生産科学研究科(材料工学科) 田遁秀二 准教授

情報システム工学科 森山雅雄 准教授

生産科学研究科(電気電子工学科) 田中俊幸 准教授

材料工学科 近藤慎一郎 准教授

機械システム工学科 下本陽一 准教授

社会開発工学科 西国渉 准教授

機械システム工学科 山口朝彦 准教授

構造工学科 黄美 助教

社会開発工学科 奥松俊博 助教

社会開発工学科 杉本知史 助教
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1. 5 運営協議会・幹事会の議事録

第 1回運営協議会幹事会議事録

プログラム 地域再生人材創出拠点の形成

課題名 観光ナガサキを支える“道守"養成ユニット

実施日 2008年 10月8日(水)10:30'"'"'11:30 

場所 長崎大学工学部構造工学科会議室

出席者 運営協議会幹事会幹事

福田友久氏(長崎県土木部建設企画課長)、田崎敏昭氏(長崎県土木部道路

維持課長)、古川和義氏((財)長崎県建設技術研究センター技術部長)、武

藤章氏((社)長崎県建設業協会理事)、吉川園夫氏((社)長崎県測量設計業

協会技術副委員長)、中村聖三准教授、才本明秀准教授、森田千尋准教授

オブザーパー

田崎智氏(長崎県土木部建設企画課)、王純祥研究員、出水享研究員

議事 第1回運営協議会幹事会開催、被養成者(道守補養成コース)選考、進捗

把握

1.報告事項 -運営協議会幹事会幹事の委嘱状交付及び幹事紹介・自己紹介

-道守補養成コース受講者の選考(幹事長(森田准教授)が説明)

-道守補養成コースのカリキュラム(中村准教授が説明)

-道守補助員養成コースの申請状況(幹事長が説明)

2.審議事項 1.で報告があった内容に対する審議

-道守補養成コースの受講希望者41名

-道守補養成コースのカリキュラム(10/31'"'"'12/19の毎週金曜日 13:00'"'"'

-道守補助員養成コースの申請書受付期間の延長

3.決定事項 -道守補養成コースの受講希望者41名から、地域性、経験年数等を考慮し、

25名を選出した。

-道守補養成コースのカリキュラムが概ね了承された。また、初回にレベ

ル判定テストを行うことが了承された。

-道守補助員養成コースの応募者が 16名であり、募集人数に達していない

ため申請書受付期間を 10月末までに延長することが了承された。

4.今後の -次回は、道守補助員養成コース受講者の選考を行うため、 11月初旬に開

進め方 催されることが決まった。

特記事項 -特になし
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第 2，3回運営協議会幹事会議事録

プログラム 地域再生人材創出拠点の形成

課題名 観光ナガサキを支える“道守"養成ユニット

実施日 2008年 12月2日(火)， 12月 10日(水)

場所 メール会議

出席者 運営協議会幹事会幹事

福田友久氏(長崎県土木部建設企画課長)、岡崎敏昭氏(長崎県土木部道路

維持課長)、古川和義氏((財)長崎県建設技術研究センター技術部長)、武

藤章氏((社)長崎県建設業協会理事)、吉川園夫氏((社)長崎県測量設計業

協会技術副委員長)、中村聖三准教授、才本明秀准教授、森田千尋准教授

オブザーパー

岡崎智氏(長崎県土木部建設企画課)

議事 第2，3回運営協議会幹事会開催、被養成者(道守補助員養成コース)選

考

1.報告事項 -道守補助員養成コース受講者の選考(幹事長(森田准教授)が説明)

2.審議事項 1.で、報告があった内容に対する審議

-道守補助員養成コースの開催場所・開催日

-道守補助員養成コースの受講希望者 34名(長崎 8名、佐世保 18名、下

五島8名)

3.決定事項 -道守補助員養成コースの開催場所と開催日について、長崎会場は長崎大

学 (12/13(土))、佐世保会場は県北振興局 (12/20(土))、下五島会場は

五島地方局(1/11(日))に決定した。

-道守補助員養成コースの受講希望者 34名から、長崎会場の 8名、佐世保

会場の 18名を選出した。

-道守補助員養成コースの下五島会場については、 14名以下の場合(総募

集人員が 40名のため)は全員を選出することとし、 14名を超える場合

は幹事会を開催することになった。

4.今後の -次回は、下五島会場の受講希望者が 14名を超える場合に開催する。

進め方

特記事項 -特になし
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第4回運営協議会幹事会議事録

プログラム 地域再生人材創出拠点の形成

課題名 観光ナガサキを支える“道守"養成ユニット

実施日 2009年 1月 16日(金)13:00""""15:00 

場所 長崎大学工学部構造工学科会議室

出席者 運営協議会幹事会幹事

岡崎智氏(長崎県土木部建設企画課:福田氏代理)、田崎敏昭氏(長崎県土

木部道路維持課長)、古川和義氏((財)長崎県建設技術研究センター技術部

長)、武藤章氏((社)長崎県建設業協会理事)、吉川園夫氏((社)長崎県測

量設計業協会技術副委員長)、中村聖三准教授、才本明秀准教授、森田千尋

准教授

オブザーパー

松田浩教授、王純祥研究員、出水享研究員、西山愛弓研究員

議事 第4回運営協議会幹事会開催、道守補・道守補助員養成者の合否について

1.報告事項 -平成 20年度事業報告(幹事長(森田准教授)が説明)

2.審議事項 -道守補養成者の合否について(幹事長が説明)

-道守補助員養成者の合否について( " 
-平成 21年度のカリキュラムについて( " 

3.決定事項 -道守補養成コースを受講した 25名に対して、認定試験の結果、 24名を

合格とすることが決まった。

-なお、不合格者 l名については、認定試験は合格点に達しているものの、

鋼構造の実習を受講していないためであり、次期の実習を受講すれば合

格とすることとなった。

-次期とは、次の期のことであり、次の年度中ではないことが確認された。

-道守補助員養成コースを受講した長崎会場7名、佐世保会場 17名、下玉

島会場7名に対して、認定試験の結果、 31名全員を合格とすることが決

まった。

-平成 21年度開講する 4つの養成コース(道守、特定道守、道守補、道守

補助員)について、カリキュラムが概ね了承された。

4.今後の -次回は、平成 21年度のカリキュラム、募集要項等を審議する(後に開催

進め方 日は2月4日に決定)。

特記事項 -特になし
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第5回運営協議会幹事会議事録

プログラム 地域再生人材創出拠点の形成

課題名 観光ナガサキを支える“道守"養成ユニット

実施日 2009年2月4日(水)14:30""'17:00 

場所 長崎大学工学部構造工学科会議室

出席者 運営協議会幹事会幹事

岡崎智氏(長崎県土木部建設企画課:福田氏代理)、田崎敏昭氏(長崎県土

木部道路維持課長)、木下浩之氏((社)長崎県建設業協会専務理事:武藤氏

代理)、吉川園夫氏((社)長崎県測量設計業協会技術副委員長)、中村聖三

准教授、才本明秀准教授、森田千尋准教授

オブザーパー

松田浩教授、王純祥研究員、出水享研究員、西山愛弓研究員

議事 第5回運営協議会幹事会開催、平成21年度カリキュラムおよび募集要項に

ついて

1.報告事項 -平成20年度成果報告会について(幹事長(森田准教授)が説明)

2.審議事項 -平成21年度のカリキュラムについて(幹事長が説明)

-平成21年度の募集要項について( " 
3.決定事項 -平成21年度開講する4つの養成コース(道守、特定道守、道守補、道守

補助員)について、カリキュラムが概ね了承された。

-開講時期は、道守補助員は8月""'1 0月、道守補は5月""'7月と 9月""'12 

月、特定道守は5月""'1 0月、道守は5月""'11月である。

-平成21年度開講する 3つの養成コース(道守、特定道守、道守補)の募

集要項を検討した結果、若干の語句の修正があるものの概ね了承された。

-今年度発行する修了書および修了カードについて概ね了承された。なお、

発行日は、 4月1日とすることとなった。

4.今後の -次回は、平成21年4月頃、道守補、特定道守、道守コースの受講者の決

進め方 定および道守補助員の募集要項を審議することとなった。

特記事項 -特になし
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第1回運営協議会議事録

実施日 |平成20年8月29日(金)昨00""日:35

場所 |工学部学部長室

出席者 |桑原徹郎氏(長崎県土木部部長)、谷村隆三氏((社)長崎県建設業協会会長)、

配布資料

参考資料

議事

1 開会

森重孝志氏(同協会技術委員会委員長:池田正志氏代理((社)長崎県測量設

計業協会会長))、城下伸生氏((財)長崎県建設技術研究センタ一理事長)、

茂地徹教授(長崎大学工学部 学部長)松田浩教授(長崎大学工学部イン

フラ長寿命化センター センター長)、蒋宇静教授(長崎大学工学部インフ

ラ長寿命化センター副センター長)、原田哲夫教授(長崎大学工学部インフ

ラ長寿命化センター副センター長)、山下敬彦教授(長崎大学工学部研究企

画推進委員会委員長(副工学部長))、中村聖三准教授(森田千尋 准教授

代理(道守養成ユニット運営協議会幹事会幹事長))、田崎智氏(長崎県土

木部建設企画課(オブザーバー))

l (1) 道守養成ユニット運営協議会規約

( 2 ) 募集要項(道守補コース)

( 3 ) 募集要項(道守補助員コース)

(4) 申請書様式

( 5 ) カリキュラム概要

(6 ) 観光ナガサキを支える“道守"養成ユニット」開講記念講演会

( 7 ) 運営委員会開催スケジュール

l資料1 長崎大学工学部インフラ長寿命化センター

資料2 科学技術振興調整費について

資料3 提案書 (申請時:平成20年 2月 25日)

資料4 観光ナガサキを支える道守養成ユニットの概要

資料5 プレス公表資料

資料6 長崎県地域再生計画

資料7 磐田市まち美化パートナー制度

中村准教授の司会により開会の辞が述べられた。

2 委嘱状交付

中村准教授より、本運営委員会の委員の委嘱状の交付について、委員の依頼書、承諾

書、交付の順番が逆になっているが、ご了承いただくようお願いの説明がなされた。

3 委員紹介

中村准教授より、委員の紹介がなされた。

4 工学部長あいさつ

茂地工学部長より、観光ナガサキを支える“道守"養成ユニットについて、運営委員

会委員として承諾していただいたお礼などの挨拶をしていただいた。
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5 委員長の選出

運営協議会規約(案)の第4条1②にしたがって、インフラ長寿命化センターのセン

ター長が本運営協議会の委員長となることが了承された。これに基づき、引き続く審議

は松田教授が議事運営をすることとなった。

6 審議事項

本日の審議事項は、

(1) 道守養成ユニット運営協議会規約について

( 2 ) 募集要項及びカリキュラムについて

であることが述べられた。

審議に入る前に、「観光ナガサキを支える“道守"養成ユニット」の経緯について次

のような概要の説明があった。

i )インフラ長寿命化センターについて(資料1)

証)科学技術振興調整費「観光ナガサキを支える道守養成ユニット」について(資料2"'-'

5) 

温)長崎県の地域再生計画について(資料6)

(1)道守養成ユニット運営協議会規約について

以下の加筆修正事項があり、運営協議会規約が承認された。

1 ) 幹事会幹事の決定

(社)長崎県建設業協会理事、武藤章氏、

(社)長崎県測量設計業協会→9/4決定

(財)長崎県建設技術研究センター 技術部長 古川和義氏

2) 第3条

①委員はセンター教員で構成される。委員の選出はセンター長が行う。

④削除

3)第6条→第5条、第7条→第6条、

4) 旧第7条:規約→規則

5)附則 平成 20年 8月 29日から施行する。

(1) 募集要項及びカリキュラムについて

道守補コース、道守補助員コースについてそれぞれにについて討議を行い、下記のよ

うな加筆修正を行った。

1 )道守補コース

・12.募集について (2)Jを 08参加と資格がなくても実務経験を有する市町村職員を

も受講者対象とするべく下記のように修正した。

原則として、一級・二級土木施工管理技士、技術士補、 RCCMのいずれかの資格を有する

土木技術者で、長崎県内の自治体職員、建設業、建設コンサルタント業の方を主な対象

とします。なお、上記の退職された 08の方も含みますn

・13.養成講座の受講(1)実施時期」受講時間帯 (13:00"'-'18:00)を記載することに

した。
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• 14.認定試験(2)試験科目」を以下のように修正した。

( 2 ) 試験科品

試験科#は、論実筆宣試験と面接試験とします。

1)論妾筆宣試験

2)道守補助員コース

・11.募集内容」の最終行を、討議内容を参考にして、次のように修正した。

普段利用しているインフラ構造物の変状に気付くことができるような人材の養成を行

います。

・12.募集について (1)募集人員J

40名以内 → 40名程度

・(5)選抜方法 以下のように修正した。(下 2行の「なお」以下を削除した。)

県内各地域において、長崎県が指定する開催場所に参加できる方を対象に、「観光ナガ

サキを支える“道守"養成ユニット」運営協議会が、提出書類をもとに養成講座の受講

者を選抜します。など、開~号所勺習合:こ土り今午史芝まされな芝、でた方!士、次午&fJ.
FF埠Cilil+t--'<-J...冒 ':2':~・回 h、-1.t-l二 111 ヰ~-+-

・13.養成講座の受講(2)実施場所」を以下のように修正した。

毎年、長崎県内(離島を含む)の数箇所で開催します。平成 20年度は長崎地区、佐世

保地区、下五島地区で開催します。

-城下委員より、道守補助員コースの募集にあたっては、新聞やテレビ(ヒルジゲドン)

などのマスコミを利用すると効果的であるとの意見が出された。

-道守補助員においては、近隣住民と県職員 OBとを区別した養成講座の実施も考えた方

がいいとの意見が出された。受講内容の程度に差をつけて実施することを検討すること

にした。

3)申請書類の(様式3一補)の実務経験証明書を大幅に修正することにした0

・実務経験証明書 → 実務経歴書

-経歴欄については案を作成し、長崎県、建設業協会、測量設計業協会に確認していただ

くこととした。

4)谷村委員より、「カリキュラムも募集要項に掲載した方がいいのではないか。j との意

見が出された。具体的なカリキュラムの詳細は担当者欄を除いてホームページに掲載す

ることにした。

7 連絡事項

(1) 1観光ナガサキを支える“道守"養成ユニット」開講記念講演会

上記オープニングセレモニーについて連絡がなされ、以下の点を修正して広報活動を開

始することにした。

後援に長崎県建設技術研究センターを追加する。

CPDS取得可能な講演会であることを明記する。

維持管理課長 → 道路維持課長

( 2 )今後のスケジューノレについて

- 9一



平成 20年度は今回第 1回を含めて 3回の運営協議会を開催するスケジュールの連絡が

なされた。第 2回は 1月末までに開催し、道守補、道守補助員の認定、および平成 21

年度の道守補助員、道守補、特定道守、道守のカリキュラム(案)および募集要項(案)

について審議すること、第3回は3月末までに開催し、道守養成ユニットの評価につい

て審議するとともに、平成 21年度カリキュラム、募集要項を決定することの連絡がな

された。

8 閉会

司会者の中村准教授より閉会の辞が述べられ、引き続いて、意見交換会を開催する旨が

述べられた。
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第2回運営協議会幹事会議事録

実施日 |平成21年2月9日(月)昨00""口:00

場所 |工学部 l号館4F 構造工学科会議室

出席者 |田崎智氏(長崎県土木部部長:桑原徹郎氏代理)、谷村隆三氏((社)長崎県

配布資料

参考資料

議事

建設業協会会長)、吉川氏((社)長崎県測量設計業協会会長:池田正志氏代

理)、城下伸生氏((財)長崎県建設技術研究センタ一理事長)、松田浩教授

(長崎大学工学部インフラ長寿命化センターセンター長)、蒋宇静教授(長

崎大学工学部インフラ長寿命化センター副センター長)、原田哲夫教授(長

崎大学工学部インフラ長寿命化センター副センター長)、多田彰秀教授(長

崎大学工学部インフラ長寿命化センター)、山下敬彦教授(長崎大学工学部

研究企画推進委員会委員長(副工学部長))、森田千尋准教授(道守養成ユ

ニット運営協議会幹事会幹事長)

第2回運営協議会説明資料

資料1 道守補助員の成績

資料2 道守補の成績

資料3 認定証・認定カード

資料4 平成 20年度の取り組みと課題

資料5 平成21年度募集要項

(道守補コース・特定道守コース・道守コース)

資料6 平成21年度カリキュラム

(道守補コース・特定道守コース・道守コ ス)

資料7 平成21年度道守補助員募集要項・カリキュラム

資料8 平成 20年度成果報告会

資料9 今後の道守の果たす役割

(1) 平成 20年度道守補助員・道守補の認定について

資料1、2に基づき、道守補助員コースの認定テスト結果、総合点数集計結果が示さ

れ、全員合格点に達している旨の説明があった。合格者には資料3の修了証と認定カー

ドを発行する旨のこと、また、点検実習を欠席した受講生には修了証を発行せず、次年

度当該実習を受講後、当年度合格者と一緒に修了証を発行することについて提案がなさ

れ、異議なく了承された。

( 2 )平成21年度募集要項・カリキュラムについて

資料4に基づき、平成 20年度の道守補助員コース及び道守補コースの実施内容と課

題についての説明がなされた。課題は改善点として次年度実施することが確認された。

資料5に基づき、平成 21年度の道守補、特定道守、道守の募集要項について説明が

なされ、提案どおり了承された。なお、社会貢献とボランティアを理念に謡うべきでは

ないか、市町職員の受講も進めるべきではないかなどの意見がなされ、次年度の講座開

催中にも検討することとした。
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資料6に基づき、平成 21年度の道守補、特定道守、道守のカリキュラムについて説

明がなされ、提案どおり了承された。

報告事項

(1)平成21年度道守補助員募集要項・カリキュラム

資料7に基づき、平成 20年度とほぼ同じ募集要項(案)とカリキュラム(案)が示

され、これを基に作成する旨の説明があった。

( 2 ) 平成 20年度成果報告会

資料8に基づき、 3/11(水)に成果報告会を開催すること、基調講演を八嶋厚先生、

出光隆先生にお願いするとともに、米田雅子先生に 2/10に打診することの説明があっ

た。 (2/10に米田先生に依頼しましたところ快諾されました。)

( 3 )今後の道守の果たす役割について

道守養成後の道守の役割について自由な意見交換がなされ、今後継続的に検討して

いくことにした。内容は下記の通り。

専門家集団としてゆるい組織(人材センターなど)を作って、行政が活用していく仕

組みを構築したらどうか。(例:県OBのボランティア支援→行政が活用)

工業高校生(土木科)の道守補助員としての育成(地域の担い手として育成、インタ

ーンシップの活用)。

文科省の補助終了後も、道守養成講座を継続・運営していくことも検討しておく必

要がある。 NPOを立ち上げたらどうか。道守養成を継続していくには、金銭的な

パックアップが必要で、はないか。
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1. 6 本事業の執行者

観光ナガサキを支える“道守"養成ユニット運営協議会

委員長 長崎大学工学部 松田浩

インフラ長寿命化センター センター長

副委員長 長崎県土木部長 桑原徹郎

副委員長 (社)長崎県建設業協会会長 谷村隆三

委 員 長崎大学工学部 蒋宇静

インフラ長寿命化センター副センター長

委 員 長崎大学工学部 原田哲夫

インフラ長寿命化センター副センター長

委 員 (社)長崎県測量設計業協会会長 池田正志

委 員 (財)長崎県建設技術研究センタ一理事長 城下伸生

委 員 長崎大学工学部研究企画推進委員会委員長 山下敬彦

委 員 長崎大学工学部教授 多国彰秀

委 員 幹事会幹事長 森田千尋

幹事会

幹事長 長崎大学工学部インフラ長寿命化センター 森田千尋

マネジメント戦略部門長

副幹事長 長崎県土木部建設企画課長 福田友久

幹 事 長崎大学工学部インフラ長寿命化センター 中村聖三

モニタリング・健全度診断部門長

幹 事 長崎大学工学部インフラ長寿命化センター 才本秀明

補修補強、材料・工法部門長

幹 事 長崎県土木部道路維持課長 田崎敏昭

幹 事 (社)長崎県建設業協会理事 武藤章

幹 事 (社)長崎県測量設計業協会技術副委員長 吉川園夫

幹 事 (財)長崎県建設研究センター 技術部長 古川和義
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“道守"審査委員会

委員長 センター 松田浩

センター長

副委員長 センター 蒋宇静

副センター長

副委員長 センター 原田哲夫

副センター長

委員 センター 中村聖三

モニタリング・健全度診断部門長

委員 センター 才本明秀

補修補強、材料・工法部門長

委員 センター 森田千尋

マネジメント戦略部門長
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1. 7 講義・実習担当の構成

「観光ナガサキを支える“道守"養成ユニット」のプログラムの実施にあたり、「道守補

助員コース」、「道守補コース」、「特定道守コース」、「道守コース」の 4コースを設置し、

平成 20年度は先行して「道守補助員コース」、「道守補コース」の 2コースを実施した。

下表に各コースの担当教員を記す。

4砂道守補助員コース

氏名 役職 所属 担当

松田浩 教授 構造工学科 講義・実習

中村聖三 准教授 社会開発工学科 講義

才本明秀 准教授
生産科学研究科

実習
(機械システム工学科)

森田千尋 准教授
生産科学研究科

講義・実習
(構造工学科)

王純祥
産学官連携 インフラ長寿命化

実習
研究員 センター

出水享
産学官連携 インフラ長寿命化

実習、連絡調整、教材の準備
研究員 センター

西山愛弓
産学官連携 インフラ長寿命化

実習、連絡調整、教材の準備
研究員 センター

有吉正敏 課長補佐
長崎県土木部 長崎県の道路構造物の現状に

道路維持課 関する講義

上阪康雄 代表 コサカ設計・アソシエーツ 講義・実習
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4砂道守補コース

氏名 役職 所属 担当

松田浩 教授 構造工学科 講義・演習・実習

中村聖三 准教授 社会開発工学科 講義・演習・実習

森田千尋 准教授
生産科学研究科

講義・演習・実習
(構造工学科)

勝目順一 准教授 構造工学科 講義・演習

奥松俊博 助教 社会開発工学科 講義

黄美 助教 構造工学科 実習

王純祥
産学官連携 インフラ長寿命化

演習・実習、教材の準備
研究員 センター

出水享
産学官連携 インフラ長寿命化 講義・演習・実習、連絡調整、

研究員 センター 教材の準備

西山愛弓
産学官連携 インフラ長寿命化 演習・実習、連絡調整、教材

研究員 センター の準備

有吉正敏 課長補佐
長崎県土木部 長崎県の道路構造物の現状に

道路維持課 関する講義

上阪康雄 代表 コサカ設計・アソシエーツ 講義・演習・実習

安波博道 部長 土木研究センター 講義・演習

阿部充 代表取締役 側ピーエムシー 講義・演習

末弘義守
技能講習等 建設業労働災害 道路構造物の維持管理に関す

講師 防止協会長崎支部 る安全管理に関する講義
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2 道守補助員養成コース

2. 1 概要

道守補助員コースは、県内の道路、河川、港湾などのボランティア・愛護団体等を投じて出前

講座を開催し、道路関連施設等のインフラ構造物の維持管理の重要'性について啓発活動を行うと

ともに、インフラ構造物の変状を気付くことができるような人材の養成を行った。

。対象 :一般市民

。講義レベル:一般市民レベル

く〉募集方法 : HPへの掲載、パンフレット配布、県を通じてアダプト、愛護団体への参加協力依頼

。募集人員 : 40名程度

。応募数 : 34名

。受講者数 :合計31名(長崎会場 :7名 佐世保会場:17名 下五島会場 :7名)

く〉受講者属性:愛護団体、アダプト 29名、一般市民2名

。実施時期 : 12月 13日(土)長崎会場(長崎大学)

12月20日(土)佐世保会場(県北振興局)

1月日日(日) 下五島会場(五島地方局)

く〉講義時間 : 9:30.......16: 10 (カリキュラム参考)※6時問

。講義概要 :講義・点検演習(講義実施報告参考)

。受講料 :無料

く〉認定試験 :講義当日の6限目

筆記試験(4択問題 10題) 面接試験(筆記試験が合格点に達していない人)

。講師 :民間技術者(産)、県職員(官)、大学の職員(学)

2. 2 カリキュラム(長崎会場、佐世保会場、下五島会場共通)

受付開始 9 : 15 ....... 

「一一一一一一一一l 内 廿ff:::? 

I 1限(講義)9:30.......9:55 l道守ユニットの紹介

I 2限(講義)9:5刊 l長崎県の道路と道路構造物の状況

3限(講義)10 : 30.......11 : 00 鋼構造物について

4限(講義)11:10.......12:00 コンクリート構造物について

昼休み 12 : 00.......12 : 50 

5限(講義)12:50.......13:30 道路・舗装・斜面について

6限(現場実習)13:35.......15:45 点検について

I 7限 15:50.......16:10 l認定試験
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2. 3 講義実施報告

講 義 名 道守ユニットの紹介

講義形態 講義

実施時間 9: 30""""9: 55 

担当講師名 松田浩

時 間 数 0.5時間

①道路インフラの現状と課題

日米道路ストックの高齢化、欠陥橋梁の割合、荒廃するアメリカの惨状、

実橋耐荷性能試験車、長寿命の橋梁、損傷事例、主な示方書等の改定

②インフラ長寿命化センター

内 H廿~ 
ミッション、業務内容、実施体制

③道守養成ユニット

長崎県の現状と地域再生に向けた取組状況、地域再生人材創出構想の内

容、社会資本整備の将来像、期待される効果、道守の構成、実施体制・

内容、カリキュラム、運営協議会、人材養成に関する協力体制

講 義 名 長崎県の道路と道路構造物の状況

講義形態 講義

実施時間 9: 55""""10: 20 

担当講師名
長崎会場:有吉正敏氏(長崎県土木部道路維持課課長補佐)

佐世保会場、下五島会場:森田千尋

時 間 数 0.5時間

①長崎県の道路状況

園、県、市町が管理する道路整備状況、

②道路パトロール

長崎県で実施している道路パトロール状況、道路パトロール車

③道路施設の損傷事例

内 H廿~ 
長崎県が管理する橋梁の建設年度分布

橋梁(鋼橋の腐食、コンクリート橋の鉄筋腐食、アルカリ骨材反応、

ボックスカルパート)、トンネル(クラック)、付属物(防護柵、組み

立て歩道、照明灯、カーブミラー)、舗装(舗装、ポットホール、舗装・

盛土，その他人斜面(モルタル吹きつけ、落石、崩土・路肩洗掘)、排

水(側溝蓋)、歩道(歩道段差)、その他(倒木)

- 18一



講 義 名 鋼構造物について

講義形態 講義

実施時間 10: 30"'11 : 00 (全会場)

担当講師名
長崎会場;中村聖三

佐世保会場、下五島会場:森田千尋

時 間 数 1時間

①最近の鋼橋の事故

I-35W橋(米国)，木曽川大橋，本荘大橋，山添橋

②鋼橋について

鋼橋の構造形式による分類，部材名称

内 廿'*'" ③鋼構造物の劣化現象

腐食，疲労

④気にかけていただきたいこと

講 義 名 コンクリート構造物について

講義形態 講義

実施時間 11: 10"'12: 00 

担当講師名 上阪康雄

時 間 数 1時間

①コンクリート橋について

橋梁の種類、コンクリート橋の呼び名

②トンネルについて

トンネノレの種類、 トンネル構造の呼び名

内 廿'""""'" ③コンクリートの損傷・劣化について

コンクリートの損傷・劣化の種類、コンクリートの日常点検
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講 義 名 道路・舗装・斜面について

講義形態 講義

実施時間 11: 10.......12: 00 

担当講師名 上阪康雄

時 間 数 1時間

①道路・舗装について

舗装の種類、道路上の損傷・劣化

②排水について

排水システムについて、排水システムの異常

内 H廿~ ③道路斜面の崩壊について

斜面の崩壊、道路斜面の日常点検
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講 義 名|点検について

講義形態 l現場実習

実施時間川3:35""山 5

|上阪康雄、松田浩、才本明秀、森田千尋、出水享、王純祥、
担当講師名|

l 西山愛弓

時間数 I2時間

内 '""""'" 廿

実習場所は、県から提供していただいた講義会場に近い橋梁、斜面、

道路等を選定し徒歩、パスで移動した。なるべく対象構造物に近づけて

安全な場所、損傷・劣化のある場所を選定した。

現地では、損傷が発生しやすい部位や部材、点検シートの作成方法に

ついて講義した。受講生には、損傷をみて点検シートを記載してもらっ

た。講義会場に戻ったのちに添削指導を行った。

4・長崎会場

現場実習前講習状況 現場実習前状況

現場実習状況 点検シート添削状況
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-佐世保会場

現場実習習状況

現場実習状況

・下五島会場佐世保会場

現場実習状況

現場実習状況

- 22-
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-道守シート(記載例)

道守シート

1 .損傷を発男した帯造物

道lii3{橋 4橋梁名 :00橋 〉 ・トンネル(トンネル名:

その他(

〉 ・斜面

2.その構造吻のある場所

-路線名 ・・・・・( 市道00号線

-所在地 .. .ー( 長崎県00市00 0了目

管轄 国畏崎県任~( 00市

) 

〉

〉 ・わからない

地図(目印の19"1J:主な建物、バス停、霞柱番号など〉

f-
至。。→

3.損傷の発生時期

今日・ 2'"'-'3目前・ 1遁間前・ 1ヵ月前・わからない1

その鵠災害後等( ---

連
絡
先

長崎大学工学部 インフラ長寿命化センター
千852-8521 長崎市文較町1-14

TEし・ 095-819 2880 FAX:095 819 28ア9
E-mail: ilemiimu⑬m1.nagasaki-u.acjp 
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道守シート

1. tl員慢を発見した構造物

道路・矯(橋梁名:

その他(

〉 ・トンネル〈トンネル名: 〉⑪

2.その暗造物のある揚所

・2部襲名 ・・・・・( 県道00号線

-所在地 ・・・・・( 長崎県00市00 OT目

管轄 国煙~市町村( 〉 ・わからない

地図(目印の例目主な建物、バス停、電柱番号など)

モー至。。

竃柱(00-00)

3.損鎮の発生時期

連
絡
先

長崎大学士学部 インフう長著命化センター
=r852-8521 長崎市文教町1-14

丁Eし:095-819-2880 FAX:095-819-2879 
F-mail: ilemjimu@ml.nag，ヨsaki-u.8cjp
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写真リスト

※磁器が困難なi望台はスケッチでち主主。 :00年 0fi3 0臼

l最善診箇所主景

撮影箇所:損傷部

蝿きち箇所:損傷部

26 



2. 4 受講生の属性と認定試験結果

.受講生の属性

今年度の道守補助員の受講生は、長崎会場 :7名、佐世保会場:17名、下五島会場 :7名の合

計31名である。そのうち男性:30名、女性:1名で一般市民の方は、 31人中 2名だ、った。

下表に受講生の属性を示す。受講生の大半が、土木に関する仕事に携わっており、 10年以上の

実務経験を有し、土木系の有資格者であることが分かる。中には、技術土を保有している受講生

もいた。

1.所属

県、市、町

技術セン生ー

コンサjレゴヨント

建設章者

口日

その他

蕪回答

【その他内訳】

日

長崎:会社員Xl名

5 1日 15 2口

下五島:製造メーカーXl名、公民館勤務X1名

2.経験年数

5年未満

5~1口年

1口年以上

無回答

日 5 10 15 2日
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長崎

佐世i皐

下五島

25 

長崎

佐世1呆

下五島



3.年齢

ヨ口君主T

36揖まT

40揖まT

45揖まT

5口語まT

66揖まで

日口融まT

日口揖以上

日 5 

4.所有資格(複数回答有)

土木施工菅理技士

技術士

技術士補

【その他内訳】

長崎:

RCCM 

その他

日

1日

5 

建築施工管理技士Xl名建築士Xl名

下五島:

15 2日

1日 15 2日

測量士Xl名、地すべり防止工事士Xl名民館勤務Xl名
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佐世{呆

下五島

25 

長崎

性世f果

下五島
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-認定試験結果

各会場の 7限 (15:10"'"'16: 10)に択一試験 10聞を行った。今年度の認定試験結果を表に示す。

全体平均が 9.6点と高得点だった。今回は、筆記試験が合格点に達していたため、面接試験は実

施しなかった。

表認定試験結果

会場 点数 人数 平均 全体平均

10 3 

長崎 (7人) 9 4 9.4 

8 O 

10 14 

佐世保 (17人) 9 3 9.8 9.6 

8 O 

10 4 

下五島 (7人) 9 2 9.4 

8 1 
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2. 5 アンケート結果

次年度以降の参考とするため、講義終了後にアンケートを実施した。その結果を以下に記す。

【長崎】実施日:2008.12.13 人数 :7名

【佐世保】実施日:2008.12.20 人数:17名

【下五島】実施日:2009.01.11 人数 :7名 全 31名(男性:30名、女性:1名)

1.本講座をどこでお知りになりましたか?

新聞記事

I~ンフレット

受講要項

知人のすすめ

ホームページ

その他

【その他内訳】

o 5 10 15 

長崎:長崎土木事務所Xl、公報Xl、県庁職員Xl

20 25 

長崎

佐世保

下五島

佐世保:県からの案内Xl、会社の紹介X5、建設業協会Xl、関係機関Xl、道路アダプトXl、
道守会議資料Xl

下五島:五島地方局X3、会社X2

2.本講座の受講の動機を教えてください。(複数回答可)

地域に貢献するため

自己啓発のため

無料だったから

その他

【その他内訳】

o 5 10 15 20 25 

長崎:ボランティア活動中にも橋、道路に直面する機会が多いから。

佐世保:会社からの指示

下五島:会社からの指示

3.授業の時間数はいかがでしたか?

(少なかった) 1 

2 

3 

4 

(多かった) 5 

。 5 10 15 20 25 
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佐世保

下五島

長崎

佐世保

下五島



4.授業の内容はいかがでしたか?

(簡単すぎた) 1 

2 

3 

4 

(難しかった) 5 

。 5 10 15 20 

5.現場実習について感想をお聞かせください。

(良かった) 1 

2 

3 

4 

(悪かった) 5 

無回答

o 5 10 15 20 

25 

25 

長崎

佐世保

下五島

長崎

佐世保

下五島

長崎 ・写真だけではなく、ビデオ映写も取り入れればと思います。

-補修工事が終わっていない橋等の点検をしてほしかった。

・時聞が許せばトンネル等の見学もして欲しいと思います。

・ポインターの表示位置が高く、前列にいたため見にくかった。内容はよく理解できました。

-さるくのコースで「橋j等をガイドする為親柱や竣工年には関心があったが、また別の見方が出

来た。感謝します0

・デジカメ撮影等取り入れた報告書(レポート)作成・構成がリアルである。

-可能であれば参加者が自前で準備する物を指示されると助かる。例:作業服着用、デジカメ持参

等

佐世保 ・よく見ればたくさんキズ(はく落)がありました。

-現場実習の個所数を増やす。

・悪い箇所の具体的な指摘があり、今後の活動に役に立つように思った0

.暖房のある部屋での講習が望まれる。

-実習時聞が短かったので、もう少し実習を長くして具体的に勉強したい0

.こまかく指示やコンクリート構造内容を説明頂きありがたいと思った。

・現場実習を通して、日頃見ない方向からの視点で橋の構造とか点検方法など得られたことは特に

良かったと思います。

-もう少し詳しく説明が欲しい。アルカリ、中性化、塩害がはっきり出ている個所での説明が良い。

先生の声が聞き取りにくかった。専門的な説明がして欲しい。それと専門用語の説明をしながら

講義した方が良い。

・一般者向けの講習であれば、もっと短時間で又、構造物の特性等の説明よりも連絡しなければい
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けない様な写真等を数多く見せた方が解り易いと思う。現場実習は行った方が良い0

.損傷の事例が少なかった。

・技術者に合わせて行ったせいか一般人には難しいと思う。部材や橋梁の種類は専門でやっている

人以外なかなか解らないと思う。

-現場実習の時聞をもう少し長くして、道路やトンネルなども実習に入れてはどうか。

下五島 ・時聞があればあと 2ヵ所くらい見たかった。特に危険な斜面について

・近くに職場があるが今まで橋の点検とかは初めてで非常に楽しかった。

・一般の人(建設業者・公務員以外)が受講することを前提にされているコースにしては内容が少

し専門すぎな点が多かったと思う。

・一部専門的用語がありましたが、親切に教えて頂きました。

-現場実習等もあり、わかり易く説明も丁寧で良かったかと思われます。

・いつもは注意して見ない橋の下やジョイント部などこれからは注意して見たいと思う。事故が起

きてからは遅いので

6.今後、上クラスの『道守補コース』を受講したいと思いますか?

受講したい

受講しなくてよい

どちらとも言えない

o 5 10 15 

2. 6 反省点および次年度に向けての課題

0反省点

20 25 

長崎

佐世保

下五島

道守補助員は、ホームページへの掲載や長崎県から道路アダプトや呼びかける等によって募集

したが、想定していた一般市民の受講生は、 31人中2人だ、った。受講生の約9割が建設業やコン

サルタントに所属し、資格を所有する専門家が占めていた。これらの原因として、募集方法が悪

かったことが考えられる。

0次年度に向けての課題

次年度は、一般市民の受講生割合を増加させるかが課題であり、募集方法に工夫や改善が必要

である。次年度は、広報誌、新聞、インターネット、テレビ等などの媒体を用いた募集やアダプ

ト、長崎道守会議のメンバー、市町村の自治会へ大学側から積極的に参加要請を行う予定である。
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3 道守補養成コース

3. 1 概要

道守補コースは、講義、実験、実地研修等を組み合わせた総合コースを開講し、イン

フラ構造物の維持管理に係わる基礎知識と応用能力を教示するとともに、厳しい財政条

件に対応した長崎県内のインフラ構造物の点検作業および維持管理業務等の地域に密着

した業務に従事し、インフラ構造物の長寿命化に貢献できる人材の養成を行った。

。対象 :建設業・建設コンサルタント業、自治体職員

く〉到達レベル:土木施工管理技士レベル

く〉募集方法 :HPへの掲載、長崎県土木部、長崎県建設業協会、長崎県測量設計業協会、

長崎県建設技術研究センタ一等を通じて、各企業への参加協力依頼

: 20名程度

: 41名

: 25名

: 10月 31日(金)'" 12月 19日(金) 正味8日間

: 13:00"'18:00 (カリキュラム参考)※39時間

:講義・点検演習・現場実習(講義実施報告参考)

:無料

。募集人員

。応募者数

。受講者数

く〉実施時期

く〉講義時問

。講義概要

。受講料

。認定試験 : 12月 26日(金) 筆記試験(4択問題25問)、面接試験

3. 2 カリキュラム

コンクり 卜

|限 I ií 9'Vl~i\'11 I 円 l 鋼構造道守の役割II 1fltJ"e': 
l::::(:!n-l::i:f.G 点検概論 :-u 点検概論.:u

コνク11ー卜

2限 | 槽叩 l 門 l 鋼構活物
1 j()i-1lC.0 戸験概JEff) 点検概論':!(I

内 4) I ごJ〆ケフ)ト Iンク jー卜

構造物内検 構造物点検 コンクリ)ト I鋼構造物

日限 | - l…-1 制門 l 削 U 出習l:l'lj) tl¥'l昔物点倹 点検演習11)(2! 

1九(川 15:50I 1!X論 戸1憎喬串i昔舟物il':1) 点検1世l亘論i;:i)
事宵

-中戸帽

コンクリ ト

構造物 鋼構造物

-締持橋

li:;:(!n-lG:f.O I }~検概論1.1 1
点検事例 2) 点検事例.:u

ごJンクリ)ト Iンクりー卜

間 l 網開 l 長w l 
17:[(.I-li:oC' 月検較論(♀)

，17.給事例 点検事例!山 道路構造物の

1)一社:iitBf-l'tm予付
現状

維持甘型問

7品安全管岬
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3. 3 講義実施報告

講 義 名 道守の役割

講義形態 講義

実 施 日 平成20年 10月 31日 13: 00""' 13: 50 

実施場所 工学部6番講義室

担当講師名 松田浩

時 間 数 1時間

①工学部重点研究センター構想

②インフラ長寿命化センター

③観光ナガサキを支える“道守"養成ユニット

④長崎県の現状と地域再生に向けた取組状況

内 H廿-
長崎県の観光施設，長崎県の渡海橋，荒廃するアメリカの教訓、長崎県橋

梁長寿命修繕計画

⑤地域再生人材創出構想の内容

養成する人材カリキュラム社会資本整備の将来像本事業により期待さ

れる効果人材養成に関する協力体制

講 義 名 構造物概論

講義形態 講義

実 施 日 平成20年 10月 31日 14:00""'14:50 

実施場所 工学部6番講義室

担当講師名 松田浩

時 間 数 1時間

①橋梁上部工形式

橋梁の用語、橋梁構造形式、橋梁の構造形状

②橋梁下部工形式

下部構造躯体の部位の名称、橋台の種類、橋脚の種類基礎の形式

内 廿"""'" 
③使用材料

セメントの種類、混和材料、セメントの水和反応と硬化体の性質、骨材

補強材、構造用鋼材

④トンネル

構造の呼び名、坑門の種類
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講義名 構造物点検概論

講義形態 講義

実施 日 平成20年 10月 31日 15:00""'15:50 

実施場所 工学学部6番講義室

担当講師名 上阪康雄

時 間 数 1時間

①鉄筋コンクリートの材料

コンクリート(理想のコンクリート組織、水セメント比、円柱供試体の

圧縮試験)、鋼材(鋼材の引張強度、 PC鋼材、鉄筋の疲労)

②鉄筋コンクリートの特性

内 廿~ 
鉄筋コンクリートのひび割れ、かぶり、鉄筋コンクリート橋の種類

③プレストレストコンクリートの特性

PRC構造、 PC橋の製作・施工、 PC構造物の耐久性

講義名 コンクリート構造物点検概論

講義形態 講義

実施 日
平成20年 10月 31日 16:00""'16:50、17:00""'17:50

平成20年 11月 7日 13:00""'13:50、14:00""'14: 50 

実施場所 工学部6番講義室

担当講師名 上阪康雄

時 間数 4時間

本講義の目的は、主にコンクリート構造物を対象に、既存の構造物を如

何に維持管理するかについての基本を理解することである。主な授業の

内容は、以下の 3つである。①コンクリート構造物の劣化・損傷(ひび

割れ・浮き・漏水・さび汁・中性化・初期欠陥・変状) とその原因について、

内 廿，.，.，.，. 
具体例を挙げながら詳説する。②コンクリート橋とトンネルの点検・調

査・診断(点検方法、非破壊試験方法、微破壊試験方法、応力調査(載

荷試験等))を説明する。③コンクリート橋の調査方法、劣化診断、応

力調査方法、補修・補強方法等を説明する。
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講義名 コンクリート構造物点検事例

講義形態 講義

実施 日 平成 20年 11月 7日 15:00'"'"'17:50、17:00'"'"'17:50、17:00'"'"'17:50

実施場所 工学部6番講義室

担当講師名 上阪康雄、奥松俊博

時 間 数 3時間

既設コンクリート構造物は、老齢化に入ってきている。老齢期に入った

コンクリート構造物は劣化・損傷していく。そのため、早期にコンクリ

一ト構造物の点検を行い、コンクリートの劣化程度や鉄筋の腐食状態を

把握することにより適切な維持補修を行うことで、構造物の寿命を長持

内 廿~ 
ちさせることが大切である。本講義の主な内容は、コンクリート構造物

の塩害、中性化、アル骨および床版疲労等の具体的な点検事例を挙げな

がら説明する。また、コンクリート橋の予防保全と構造物の小規模補修

について説明する。

講義名 鋼構造物点検概論

講義形態 講義

実施 日 平成 20年 11月 14日 13:00'"'"'13:50、14:00'"'"'14:50、15:00'"'"'15:50

実施場所 工学部6番講義室

担当講師名 勝田順一、森田 千尋、中村聖三

時 間数 3時間

1.鉄鋼材料の溶接

1.1 鉄金属の分類 1.2 鉄鋼材料 1.3 溶接

2.主な損傷・一般

内 廿，."."，. 
2.1 一般 2. 2 防食機能の劣化・腐食 2. 3 疲労

2.4 遅れ破壊

3.点検・検査

3.1 一般 3. 2 点検の種類 3.3 主な点検項目と調査方法

3.4 損傷判定基準と対策区分判定 3.5 各種非破壊検査
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講義名 鋼構造物点検事例

講義形態 講義

実施 日 平成20年 11月 14日 16:00""'16:50、17:00""'17:50

実施場所 工学部6番講義室

担当講師名 安波博道、阿部充

時間数 2時間

①鋼材腐食、塗膜劣化

鋼橋の塗膜劣化・腐食の実態(腐食損傷の実態、腐食損傷発生の原因)

、橋の構造安全性と長寿命化計画、解決方法、腐食損傷に着目した点検

(構造安全性を守る点検、現地踏査、点検)、腐食損傷に関する点検・

内 廿~ 
調査事例(トラス斜材の床版埋設部、海上橋)

②疲労

処方筆の作成、下路トラスの疲労腐食マップ、疲労とは、検査はどのよ

うに行うか、対策はどうするか

講義名 長崎県の道路構造物の現状

講義形態 講義

実施 日 平成20年 11月 21日 17 :00""'17 :50 

実施場所 工学部

担当講師名 長崎県土木部道路維持課課長補佐 有吉正敏氏

時間数 1時間

①橋梁点検

点検研修、民間との協働、長崎管理橋梁の現状、点検結果

②損傷事例

③長寿命化修繕計画策定

内 廿~ 
点検結果の評価、計画の基本方針、計画の内容、計画の効果、事後評価、

橋梁維持管理システム

④その他の道路構造物管理計画の紹介
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講義名 道路構造物の維持管理に関する安全管理

講義形態 講義

実施 日 平成20年 12月 12日 17 :00""'17 :50 

実施場所 工学部

担当講師名 建設業労働災害防止協会長崎支部 末弘義守氏

時間数 1時間

①危険性・有害性等の調査とその低減対策

危険性・有害性等の調査の目的、専門届社が実施する危険性・有害性等

の調査、危険性・有害性等の安全衛生計画への反映、危険性・有害性等

の調査の方法、作業手順からの危険性・有害性の調査、安全衛生パトロ

内 廿~ 
ールからの危険性・有害性の調査、労働安全衛生マネジメントシステム

②改正労働安全衛生法のポイント

危険性・有害性等の調査及び必要な措置の実施(法第28条の 2)、認

定事業者に対する計画届の免除(法第88条)、安全衛生管理体制の強

化(安衛則第21条~第23条等)、免許・技能講習制度の見直し
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講 義 名|コンクリート構造物点検演習(1)、 (2)

講義形態|演習

実 施 日|演習(1): 11月21日ル00'"日:50、演習 (2): 11月28日昨00'"凶 :50

実施場所|長崎大学敷地内

担当講師名|上阪康雄、森田千尋、出水享、王純禅、西山愛弓

時間数 1
9時間

・概要

実際のコンクリート鋼構造物の維持管理で使用されている代表的な非破壊試験器や

各種点検機器の使用方法、特徴、測定原理、精度等を講義と実技演習を行った。

まず、実技演習で使用する装置の使用方法、特徴、測定原理、精度、測定事例等の講

義を行った。講義終了後、演習場所に移動し 4グループ (1グループ 6'"7名)に分か

れ、演習(1):①電磁誘導法、②電磁波レーダ法、③反発度法、④⑤レーザー距離計・

回転式打音検査法、演習 (2):⑥超音波法、⑦自然電位法、⑧中性化ドリル法、⑨コア

採取についてそれぞれ実技演習を行なった。実技演習には、ひび割れ、剥離、空洞を模

擬した試験体、鉄筋を配筋させた試験体や解体された橋梁の一部等を用いて各種測定、

試験を行った。

①電磁誘導法(写真 2)

鉄筋探査機を用いて電磁誘導法による鉄筋探査を行なった。鉄筋探査には、大学の校

舎の鉄筋コンクート壁や柱を用いた。

②電磁波レーダ法(写真 3)

鉄筋探査機を用いて電磁波レーダ法による鉄筋探査を行なった。鉄筋探査には、鉄筋

を配筋させた試験体や大学校舎の鉄筋コンクート壁や柱を用いた。

③反発度法(写真 4)

反発度測定器を用いてコンクリート試験体の反発硬度を測定し、圧縮強度を推定し

た。鉄筋探査には、解体された橋梁の一部や大学校舎の鉄筋コンクート壁や柱を用いた。

④レーザー距離計(写真 5)

レーザー距離計を用いて距離測定を行った。

⑤回転式打音検査法(写真 6)

回転式打音検査器を用いて、浮き・剥離の有無の判定を行なった。剥離・空洞の有無

の判定には、剥離・空洞を模擬した試験体を用いた。
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⑥超音波法(写真 7)

超音波測定器用いて、超音波によるひび割れ深さ測定と空洞探査を行なった。ひび割

れ深さ測定と空洞探査には、ひび割れと空洞を模擬した試験体を用いた。

⑦自然電位法(写真 8)

自然電位測定器を用いて、鋼材の腐食の可能性を調査した。自然電位測定には、鉄筋

を配筋させた試験体を用いた。

③中性化ドリル法(写真 9)

電動ドリルを用いて中d性化試験を行なった。中性化ドリノレ法には、解体された橋梁の

一部を使用した。

⑨コア採取(写真 10)

コンクリートコアカッターを用いてコア採取を行なった。採取したコアにフェノール

フタレイン 1%溶液を噴霧して中性化深さ試験を行なった。コア採取には、解体された

橋梁の一部を使用した。

写真 l 講義状況 写真2 電磁誘導法演習状況

写真 3 電磁波レーダ法演習状況 写真4 反発度法演習状況
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写真 7 超音波法演習状況 写真8 自然電位法演習状況

写真 5 レーザー距離計演習状況 写真 6 回転式打音検査法演習状況

写真9 中性化ドリノレ法演習状況 写真 10 コア採取演習状況
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講 義 名|コンクリート構造物点検実習

講義形態|現場実習

実施日|平成20年 12月 5日除00'"口:50

実施場所|中戸橋(西海市崎戸町中戸)、櫨岩橋(長崎市黒埼町)

|松田浩、森田千尋、才本明秀、黄美、上阪康雄、出水享、
担当講師名|

l 王純祥、西山愛弓

時間数 I5時間

・概要

長崎県から提供していただいた補修計画のあるコンクリート橋(中戸橋、艦岩橋)で

点検実習を行った。中戸橋に関しては、調査用の足場が架設されていたため、架設足場

を利用して点検実習を行った。点検場所には大型パスで移動し、移動中にコンクリート

の点検、補修に関するビデオを放映した。現地では、県の職員により橋の概要について

説明していただいた後に、点検の際に重要な部位や部材、損傷劣化が生じやすい部位や

部材、点検の心得、点検シートの記載方法などの講義を行った。その後に受講生は、各

自点検を行い点検シートに損傷図、損傷写真等を記載し、提出してもらった。

-行程

長崎大学 =今 中戸橋現場実習(約 60分)

13: 10 15:00 16:00 

=今鯖岩橋現場実習(約 30分)=今長崎大学

16:30 17:00 17:50 
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-実習現場概要

・中戸橋(なかとばし)

橋長:182.7m、幅員:6.4m、径間数 :6径問

架設年次:1961年、上部工形式:ポステンT桁、交差物件:海域

事轟醤組織

⑩~⑩ ⑩~⑩ 
主点上 主問中長 重点上 主問中央

-艦岩橋(すずきいわばし)

橋長:36.0m、幅員:8.4m、径間数 :2径間

架設年次:1970年、上部工形式:ポステンT桁、交差物件:河川
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-実習状況

講義状況(中戸橋) 点検状況(中戸橋)

点検状況(中戸橋) 点検状況(中戸橋)

点検状況(艦岩橋) 点検状況(櫨岩橋)

- 44-



-点検シート記載例(中戸橋)

実家築リスト

線建参鎚
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-点検シート記載例(纏岩橋)

剣豪懇

城下から

機家事量産第善後難緩抱

- 46一



講 義 名|鋼構造物点検演習

講義形態|演習

実施日|平成20年 12月 12日昨00"-'凶 :50

実施場所|インフラ長寿命化センター内演習室

|安波博道、森田千尋、中村聖三、出水享、主純祥、西山愛
担当講師名|弓

時間数 1
4時間

・概要

実際の鋼構造物の維持管理で使用されている代表的な非破壊試験器や各種点検機器

の使用方法、特徴、測定原理、精度等を講義と実技演習を行い理解してもらった。

まず、実技演習で使用する装置の使用方法、特徴、測定原理、精度、測定事例等の講

義を行った。講義終了後、演習室に移動し 3グループ (1グループ8"-'9名)に分かれ、

①浸透探傷試験、②③膜厚計・渦流探傷試験、④インピーダンス測定についてそれぞれ

実技演習を行なった。実技演習には、劣化・き裂等を模擬した試験片を作成し、それを

用いて各種測定、試験を行った。

①浸透探傷試験(写真1)

浸透探傷用の溶剤を用いて、き裂の有無を判定した。き裂の有無の判定には、き裂を

模擬した試験片を用いた。

②膜厚計(写真 2)

膜厚計を用いて、塗膜厚や錆厚測定を行った。塗膜厚測定には、塗装厚を変化させた

試験片を用い、錆厚測定には、錆厚を変化させた試験片を用いた。

③渦流探傷試験(写真 3)

渦流探傷器を用いて、き裂の位置、長さを測定した。き裂の位置、長さの測定には、

き裂を模擬した試験片を用いた。

④インピーダンス測定(写真 4)

インピーダンス測定器を用いて、塗膜のインピーダンスを測定した。インピーダンス

測定には、塗膜を劣化させた試験片を用いた。インピーダンスを測定後、解析診断ソフ

トウェアにより劣化診断・解析を行い簡易診断を行った。
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-演習状況

写真 l 浸透探傷試験演習状況 写真 2 膜厚測定演習状況

写真 3 渦流探傷試験演習状況 写真4 インピーダンス試験演習状況
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講 義 名|鋼構造物点検実習

講義形態|現場実習

実施日|平成20年 12月 19日昨00"-'口:50

実施場所|新神浦橋(長崎市神浦)、湯ノ花(長崎市下黒崎町)

|森田千尋、田遺秀二、阿部充、上阪康雄、出水享、王純禅、
担当講師名|

l 西山愛弓

時間数 I5時間

・概要

長崎県から提供していただいた補修計画のある鋼橋(新神浦橋、湯ノ花橋)で点検実

習を行った。点検実習場所には大型パスで移動し、移動中に鋼構造物の非破壊検査に関

するビデオを放映した。現地では、県の職員により橋の概要について説明していただい

た後に、点検の際に重要な部位や部材、損傷劣化が生じやすい部位や部材、点検の心得、

点検シートの記載方法などの講義を行った。その後に受講生は、各自点検を行い点検シ

ートに損傷図、損傷写真等を記載し、提出してもらった。

-行程

長崎大学 =今 新神浦橋現場実習(約 60分)

13:10 14:30 15:30 

=今湯ノ花橋現場実習(約 60分)=今長崎大学

16:00 17:00 17:50 
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-実習現場概要

・新神浦橋(しんこうのうらばし)

橋長:126. 2m、幅員:11. Om、径間数:3径問、架設年次:1980年

上部工形式:単純鋼トラスドアーチ(中央)、単純鋼H桁(側径間)、交差物件:河川

機脳謝料

防

五件自民謡 h11蜘

-湯ノ花橋(ゅのはなばし)

橋長:32.0m、幅員:10.8m、径間数:1径問、架設年次:1974年

上部工形式:単純鋼非合成版桁、交差物件:河川

制面3 幽l>~V掛

唱者

亭爾 i強制調q
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-実習状況

講義状況(新神浦橋) 点検状況(新神浦橋)

点検状況(新神浦橋) 講義状況(湯ノ花橋)

点検状況(湯ノ花橋) 点検状況(湯ノ花橋)
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-点検シート記載例(新神浦橋)

襲警落縁

線五議機〈ム縁関健:より

事後警察議事務会堂襲Z務
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A金線香孝

之ゆ犠れ

後君臨雲監務費量者援銘弘義

《袋詰3議イン争

:家業毒寄金色級殺務〉



を考得総

削減義務雛tC

後影響事務幾須磨鯵織湯
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-点検シート記載例(湯ノ花橋)

幾震 2富野?傘!!(餐遜〉

一
豪華腹壁鰭濠機}よ杉

議襲進路骨張緩ォド〉

一
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緩道修きま

5義も裂し線下務

省設銘錐鰯

ジ2イシ多毒素岱護審殺

"綴



らさ修ト約機幾

拐、窃れも娩努畿が幾られる

第."襲撃第老後務務総護主
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3. 4 受講生属性と受講前・後の試験結果

.受講者属性

受講生の属性等に関する情報を得るためアンケートを実施した。アンケート結果を以

下に示す。

1.所属

県、市、町

技術セン合一

コンサJレヲント

建設業者

口日

その他

O 5 10 15 20 25 

2.経験年数

5年未満

5~1 口茸

1口生以よ

O 5 10 15 20 25 

3.年齢

30歳まで

35歳まで

4口歳まで

45歳まで

5口歳まで

55歳まで

日口歳まで

60歳以上

O 5 10 15 2自 2S 
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4.所有資格(複数回答有)

土木施工管理捜土

技術土補

内 CCM

コンケ')ート技土

25 20 15 10 。
コンヲリー卜診断士

。認定試験結果

全講座終了後に筆記試験と面接による認定試験を実施した。

認定試験の総合点数(筆記試験十面接)の結果を表に示す。

認定試験結果

総合点数 人数 平均点

91"'100 

81"'90 9 
78 

71 "'80 12 

61"'70 3 

表

100 

A
V
 

Q
V
 

80 

70 
ハ
リ
ρ
り

50 

40 

ハ
リ
リ
パ
リ

20 

10 

掛
川
U

、
田
耕
盤
拡
辺
一
穂

-受講前後の筆記試験結果の比較

講義受講前に行なったレベル判定試験と

認定試験の点数(筆記試験)を比較したグ

ラフを右図に示す。レベル判定試験は、 2

級技術者(土木学会)同等レベル、認定試

験は講義テキストから出題した。認定試験

の問題の中にはコンクリート診断士、鋼構

造診断土同等レベルの問題も出題された。

図から約9割の受講生がレベノレ判定試験よ

りも認定試験の点数が高いことが分かる。

10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 

レベル判定試験点数

。
O 

受講前後の筆記試験結果の比較図
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3. 5 受講生のアンケート結果

次年度以降の参考とするため、講義終了後にアンケートを実施した。その結果を以下

に記す。

く〉実施日:12月 26日(金)

く〉対象者:道守補受講生全 25名

1.本講座をどこでお知りになりましたか?

新閣記事

パンフレット

受講要項

知人のすすめ

ホームページ

その他

【その他内訳】

。 5 10 15 20 25 

長崎県測量設計業協会X2、会社X7、協会等からの案内Xl、長崎県X3、

建設業協会X2

2.本講座の受講の動機を教えてください。(複数回答可)

t也I壊に貢献するため

仕事に慢立ちそうだったか

勺

自己啓発のため

無料だったから

その他

【その他内訳】

。 5 10 

・内容を自分の目で確認したかった。

・会社から(講習内容に興味がある0

.会社からの指示。

・会社のすすめで。

・コンクリート診断士受験

lS 20 25 
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3.授業の時間数はいかがでしたか?

(少なかヮた)1 

2 

己

4 

〔三事力¥コアこ)5 

O 5 10 15 20 25 

【講義時間帯について】

・時間については良いと思いますが、時期はもっと早く行った方が良いと思います0

.受講しやすいと思います。

・時間帯というより時期的にきっかった。

・車で片道2時間程かかるので、午後開始は助かりました0

• 50分→90分位にして欲しい。

・ベストだと思います。

・特になし0

・ちょうど良かった。

・時間帯は良いが、時期を春先にして欲しい0

.できれば土日が良い。

-良いと思う。

・特になし。

-最も良いと思う。

4.授業の内容はいかがでしたか?

(簡単すぎた)1 

2 

己

4 

(要札かった)5 

。 ち 10 15 
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5.演習について感想をお聞かせください。

(良かった)1 

2 

3 

4 

(悪かった)5 

O 5 10 lS 20 25 

【感想】

・初めて見る機器がほとんどで楽しかったです。

・これからは日常的な点検が必要であることが感じられました。

-もっと一人一人で器材を使用して理解できる時聞が欲しかった0

・講義を聞く授業が多かったので、単調になっていた0

・演習で、点検器具を使えたのは良かった。実用性に若干の改善が要るのでは。

-普段、体験できない演習を実際にやることが出来たのでとても印象に残っている0

.器具などが初めてであり経験できて良かった。

・器械の操作方法がわからないものがあった。

-理解しやすかった。

・もう少し多い時間でも良かったと思います。

-演習について、説明者の技術力に差があり、良し悪しがあったと感じた0

.圧縮試験やSEM観察などの試験も体験したかった。

・実際にやってみることが重要とわかった。

-機器名と役割がごちゃまぜになったのが実物を見れて良かった0

.わかり易かった。
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6.現場実習について感想をお聞かせください。

(良かった) 1 

2 

3 

4 

(悪かった) 5 

無回答

。 5 10 15 20 2S 

【感想】

・l日目は天候が悪すぎました。

・実際に現場での点検をしてみて、講義を受けた内容に対してさらにプラスになりまた0

・事象を見ての説明で、あったので、毎回楽しい実習でした。

・ひとつの橋をもっと時聞をかけて点検してもいいのでは。

・現場演習の後でもう一度講義をしてもらいたかった。着目点や補修の緊急性など0

・シートを現地の桁の数が違ったので戸惑いました。書き方がよくわからなかった0

.非常に楽しかった0

・実際の点検は、経験の積み重ねが必要だと感じた0

.演習で使用した実習をしてみたかった。

・大学の近くに実習場所はなかったのか?

・鋼橋の時のように一同を集合させて一通り着目点などの講義をしてもらった方がよい0

・評価方法について指導して頂きたい。補修方法も同様。

・実際にやってみることが重要とわかった。

・時間も良く、詳しく説明を受けられた。

・実習の後に全員で話す時聞があればどうか0

.現場実習を増やした方がいいと思う。

-実習時聞をもっと長くとってほしかった0

.もっといろいろな試験を実施してほしい。

7. 今後、上クラスの『道守コース~ ~特定道守コース』を受講したいと思いますか?

受講したい

受講しなくてよい

どちらとも言えない

O 5 10 15 20 2S 
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3. 6 反省点と次年度へ向けての課題

0講義に関して

計画当初想定していたよりも受講生のレベルも高く内容の濃いものとなったが、受講

生はかなり熱心に受講していた印象だ、った。アンケートの結果を見ても難易度は「ちょ

うど良い~やや難しかった」と回答した受講生が多く、概ね良好であったと思われる。

講義はテキストを配布し、プロジェクターを用いて画像や写真を見ながら説明するとい

う形態で行った。しかし、講義が一方的で単調になりがちだ、ったため、次年度は質疑応

答や問題を解く時間を設けるなどの工夫や改善が必要である。また、今年度は橋梁に関

する講義が多く内容に偏りがあったため、次年度はトンネル・斜面等の講義も取り入れ

ることが必要である。

0演習に関して

コンクリート構造物では8コマ(試験機器9種類)、鋼構造物では4コマ(試験機器4

種類)の点検演習を行った。全体的には、「普段なかなかできない体験ができて良かった」

と好評であったが、「もっといろんな機器を扱いたかった」や「もっと一人ひとりが機器

を使用する時聞が欲しかった」との声も多かった。今年度は 3"-'4グループに分けて l

グ、ループ5"-'6人または 7"-'8人で演習を行ったが、次年度は lグ、ループの人数を減らし

てより密着した授業を行うとともに、より多くの機器を取り入れて行う必要がある。

0現場実習に関して

長崎県から提供された補修計画のある橋梁 (4橋)を対象として現場実習を行った。

橋の損傷状態としては講義の内容を反映するものであり、足場も仮設されていたので間

近で点検することが出来て良かったのだが、大学からの距離が遠かったため移動に時間

がかかり点検時聞が少なかったと感じる受講生もいた。また、「橋梁以外の現場実習も行

なってほしい」という意見もあり、次年度は移動に時間をかけずに斜面やトンネノレも含

めた現場実習を行うことが必要である。
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4 実施体制の反省点と次年度に向けての課題

4. 1 H20年度の実施項目と役割分担実績

平成20年度は、事業開始に向けて実施体制・環境を構築し、技術者養成のもととなる

カリキュラム・教材を開発しつつ、 10月から道守補コース 25名、道守補助者コース 31

名の養成対象者を受け入れた。道守補コースは講義 (17時間)、点検演習 (12時間)お

よび現場実習 (10時間)を開講し、また、道守補助員コースは講義 (4時間)と現場実

習(見学)(2時間)を開講し、人材養成プログラムを開始した。道守補助員コースでは、

出前講座を実施し離島での講座も開講した。各コースとも長崎県、長崎県建設技術研究

センター、長崎県建設業協会および長崎県測量設計業協会の協力の下に地域と連携して

行った。本年度の主な実施内容は、以下の通りである。

①実施体制・環境の構築(インフラ長寿命化センター兼任・専任教職員、長崎県など)

養成候補者の募集を行い、教員を採用するとともに、非常勤講師を確保した。並行し

てインフラ長寿命化センターに事業を推進するための運営委員会を立ち上げた。また、

学習環境の整備として、本年度の実習設備購入、消耗品購入を行うとともに次年度の実

習用設備の準備を行った。

さらに、運営協議会(長崎大学、長崎県、長崎県建設技術研究センター、長崎県建設

業協会、長崎県測量設計業協会)および幹事会を組織し、大学外部の意見も取り入て運

営を行なった。

②カリキュラム・教材の開発(センター兼任・非常勤・専任教職員)

鋼構造診断士、コンクリート診断士等の各種資格試験の教材と情報、橋梁点検の方法

と指導法等の教材と情報を収集するとともに、道守補コースと道守補助員コースのカリ

キュラムと教材等を制作した。

さらに、次年度以降の道守コース、特定道守コースのカリキュラムを検討し、教材等

を制作準備に取りかかった。

③受講生の募集(センター兼任・専任教職員、長崎県など)

道守補コースに対しては、ホームページやパンフレットを利用するとともに長崎県な

どの協力を得て広く受講生を募集した。また、応募者の中から選考し 25名程度を養成対

象者として受け入れた。道守補助員コースに対しては、長崎県の協力を得て、県内の道

路などのボランティア・愛護団体等を通じて 1地域当り 7"-'17人程度の講座を開催した。

さらに、平成21年度の道守コース、特定道守コース、道守補コースについても、ホー

ムページやパンフレットを利用して 3月から募集を開始した。

- 63一



④講座・実習の実施(センター兼任・非常勤・専任教職員、長崎県など)

道守補コースでは、「長崎県の道路構造物の状況」、「構造物概論Jrコンクリート構造
物点検概論Jr鋼構造物点検概論」などの講義 (17時間)、点検演習 (12時間)および鋼

構造とコンクリート構造に関わる現場実習(10時間)を開講した。

道守補助員コースでは、「長崎県の道路構造物の状況」、「鋼構造物についてj、「コンク

リート構造物についてj などの講義 (4時間)および現場等における構造物の目視点検

実習 (2時間)を開講した。

⑤開講記念講演会、成果報告会等の実施(センター兼任・専任教職員、長崎県など)

養成プログラムの開始時 (10月)と年度末 (3月)に、長崎県をはじめ長崎県建設業

協会、長崎県測量設計業協会と連携して報告会等を開催し、取り組み内容を広く公開す

るとともに今後の事業内容の検討を行った。

⑥他機関との連携(センター兼任・専任教職員)

平成 20年 11月 28日に「社会基盤のメンテナンスに係る地域人材育成に関する協定」

を国立大学法人岐阜大学社会資本アセットマネジメント技術研究センター、独立行政法

人土木研究所構造物メンテナンスセンターと締結した。また、同時に「社会基盤のメン

テナンスに係る研究協力に関する協定」を国立大学法人岐阜大学社会資本アセットマネ

ジメント技術研究センターと締結した。

⑦広報活動(センター兼任・専任教職員、長崎県など)

広報活動として以下の講演会、シンポジウムなどに参加した。

開催日 講演会名 内容

平成20年
長崎ジオラボ研究会 話題提供

8月 9日

平成20年
第5回道守長崎会議 話題提供

10月 18日

平成20年
鋼構造シンポジウム パネル展示

11月 20、21日

平成20年 話題提供、
第 15回岐阜シンポジウム

パネル展示11月 28日

平成20年 道守九州会議交流会道づくし
話題提供

11月 28日 in鹿児島

平成20年 九州地区産学官
話題提供

12月 19日 コーディネーター会議

平成21年 建設トップフンナーフォーフム
話題提供

2月 10日 in唐津
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4. 2 今年度の反省点と次年度に向けての課題

平成 20年度は、事業の実施が初めてのことばかりであったため、実施体制の整備、カ

リキュラム内容の検討、受講生の募集など改善すべき箇所が多数あった。以下に今後改

善すべき点を示す。

事業の実施が、特定の教員に偏っており、インフラ長寿命化センター全体の教員で

取り組む必要がある。

事業内容について、長崎県と十分な検討ができなかった。

カリキュラム内容を十分に検討する時聞がなかった。また、教材に関しても十分に

検討されたもので、はなかった。しかしながら、道守補助員コースの教材においては、

多少の改善を図れた。

講義日程の確定が遅かったため、講師の確保が大変で、あった。

報告会の準備開始が遅かった(講師の決定、ポスター・チラシの作成、 CPDS登録な

ど)。
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5 現有設備・備品、保有図書

(1) 設備・備品

機種名 |ハンデトィサーチ (RCレーダー)

型番 INJJ-95日
メ}力、名|日本無線

使用目的|鉄郎探査、空洞探査
コンクリート構造物に対する品質検査、コ
ンクリート構造物の修繕や改築、保守工事に
おいて、鉄筋・電気配線管晶ガス管晶水道管
の切断事Nzが問題になっているの
本装置はこのような検査や事故防止のため
にコンクロート内部を非破壊で高説度に探査

備考 |できる装青である。

機桓名 |高桔度鉄筋探査システム

型番 IpS200ブェ U スキャン

メーカー名|ヒルティ

使用円的|鉄筋探査
コンク U一卜構造物に対する品覧検査、コ
ンクリート構造物の修繕や改築、保守工事に
おいて、鉄筋・電気配線管ーガス管ー水道管
の切断事故が問題になっている。
本装置はこのような検査や事故防止のため
にコンクりート内部を非蹴壊で探査できる装

備考 |置である。

機種名 |ダイヤモンドコアツール

型吾ー IDD-120 

メーカー名|ヒルティ

使吊目的|コンクり一卜コア採取

{荷与

目圧縮強度、静弾性係数、中性化運行状況、
塩化物イオン含有量、アルカリ骨材反応性試
験等を行うためにコンクリート構造物からコ
ンクリートコアを採取する装置である。
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機種名 |充電式ハンマL ドリル、集塵システム

型番 ITE-7A、TEDRS-M 
メーカー名 11-:/レディ

使用目的|コンクリート粉採取用(中性化、塩分)
'コンクリート (J)中』性化進行状況やコンクリー
ト中の塩化物イオン含有量壱測定するため、
微破壊でゴンクリート粉を採取するために用| 充電式ハンマードリル

いる装置である。

{席考

機種名 |レーザーレンジメーター

型番 IPD 42 
メーカ L 一名|ヒルティ

使用目的|距離測定

'非接触で精度よく距離を測定する装置であ
る。

備考

機種名 |ー眼レフデジタルカメラ

型番 ID300 

メーカ←名|ニコン

使用日的|ひび割れ判定、測定
目コンクリート構造物のひぴ吉IJれ等の劣化状
態在高解像度ーで撮影寸るために用いる装置で
ある弓

{席考
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機種名 |シュミットハンマ一、テストアンビノレ

型番 INR形、 NR用
メーカ L 一名|プロセク

使用目的|コンクリート表面の反発硬度測定

コンクリ L トに打撃を与え、返ってきた衝
撃により強度を推定する反発硬度?去の一つで
あり、構造物に損傷を与えずに検査が可能な
非破壊検査手法であるc コンクリー卜のほか| シコ、ミットハンマー (NR
岩干干の強度測定にも使われるυ コンクリート
の劣化状態の概略在判定する簡易計測法であ

備考 |るの

機種名

型番

メーカーギ1

使用H的

{荷考

ユノレソニック

ESI/P-IOS 
東横エルメス

ひび割れ深さ測定、強度推定、内部欠陥の検
超害波を肘し、亡、高架僑・橋梁・トンネ
ル・連壁・床版などコンクリート構造物のひ
び喜rJれ深さと厚さを精度良く視~定できる。ま
た、内部欠陥(内部亀裂晶空洞・ジャンカ)
の検出および音速測定によるコンクリ←トの
強度推定と1台4役の非破壊測定端である。

機種名 |鋼材腐食度モニター

型番 IMIN-091-0 
メーカー名|マノレイ

使用目的|鋼材腐食度の推定

コンクリー卜中の鉄筋の腐食は電気化学的
な反応としてとらえることができる。自然電
位法により、鋼材腐食度の推定を構造物を傷
めることなく、腐食の傾向左半両的な分布を
素早くかっ手軽に測定寸ることのできる装置
である。(※マイナス端子設置箇所のみ鉄筋

備考 |を露出させる必要がある)。
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機種名 |デコアルタイプ膜厚計【エスカル]

型香 ILZ-990 
メーカ L ー名|ケット科学研究所

使用目的|膜厚測定

目掴橋等の鋼構造物において、塗装の状態を
判断するために、塗膜序を測定することが多
い。素地が鉄でも非鉄でも塗装等の皮膜厚を
測定可能である。しかも、自動で素地を判別
しその狽u忘モードになるなど、現場における
，塗膜厚の測定に適した長置である 5

備考

して、
の検出を目的として用'，'、られるの交流臨場を
与えた金属材料，表面に生ずる渦電流の変化な
どを測定して、きずや材質、寸法などを知る
装置である。

備考

機種名 |コンクり一卜・モルタル水分計

型番 IIlI 800 
メーカー名|ケット科学研究所

使用片的|合水率測定
'コンクりートやごさ/レタル中の合水率を測定す

る装置である。

備考

Q
d
 

n
h
v
 



機種名 |塗膜劣化診断システム

型番 | 
メーカー名|東芝lTコントローノレシステム

使用日的|塗膜の劣化診断

インピーダンス止により塗膜の劣化状況を
診断するシステムであり、低周波でのイン
ピーダンス測定により、塗膜劣f出/.¥1比の飛
躍的向卜および劣化度の早期検出性能の向上
を図っている。また、 PDAを採用することに
より訓定時の利便性を、 Webを採用すること

備考 |により併析診附の起用'~4 を|向上させてし、る υ
専用ソフトウェアを用いたデ、タ解析・診断
により、発舗前の塗膜劣化の定量的評価や芳
命予測に基づく塗替え時期の推定が可能であ
る。

機種名 |静ひずみ測定システム ! スイッチボックス(日W-50D)
型番 ITDS530、SSW-50D
メーカー名|東京測器研究所

使用目的|静ひずみ測定

ひずみゲージをはじめ白;流電圧ペ明暗対、
白金制温低抗体などの多点の自動切換測定を
目的どしたデータロガー (30点測定可)と測
定点数を増加する?めのスイッチボックス
(.50点測定ロnから構成されるシステムであ
る。デ、ータロブf、ーは、高速A/D変換屈による

備考 |最速1000点/0.4秒の高速測定が可能であり、
カラー披品タッチパネノレによる良好な操作性
が特徴である。

機種名 |動ひずみ測定器

型番 IDC-204R 
メーカー名|東京測器研究所

使用目的|動的測定

木装置はコンパクトフラッシュ記鋳型の高
速小型4チャンネル動ひずみ測定器ですう 1
チャンネルモードで200kHzの高速~ンプリン
グが可能で、 8台を並列に按続することで大
32チャンネノレの|司時サンプリングがロJ能であ

備考 |る担l定は前面パネルのSTART'STOPボタンで
行なえ、 トリガ設定による測定の開始、外部
卜りガ、外部スタート・ストップ信号による
制御等も可能である。
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機種名 |ヒストグラムレコーダ

型香 IHR-908A 
メーカ L ー名|東京測器研究所

使用目的|応力頻度測定
目本装置l士、あらかじめ設定されたプコログヲム
に従って測定データをデジタル処理し、頻度
数として記録するつ測定と同時に解析処理を
行ってカウント数を記諒するため、測定終了
後ただちにヒストグヲムが得られる。iVL形
データを記録するわけではなく、テープなJ子

備考 |の楳体を用いないので、 l年を超すような長
期にわたり連続して測定できるのが特徴であ
る。

機種名 |表面士官分計

型香 IS¥I.'¥.-2000 
メ」カ L 名|サンコウ電子研究所

使吊目的|表面塩分測定

備考

E 梧梁3 船舶，大型タンクなどの鋼構造物の
表面に付着Lている権分を，簡単F 迅速に測
定できる装置である。

機種名 |赤外線サ一号グラフィー装置

型番 IThermo Shot P30 
メーカー名|岡山V10赤外線テクノロジー

使用片的|赤外線検出

備考

'物体表面から放射される赤外線を検出素子
を用いて一次元的に走企し、検出された赤外
線量を映像として表示し、航空機、プラン
ト電子長株などの宍ー常発熱育1¥を検出する装
置である。
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機種名 |儲粉探信装置、紫外線探傷灯

型番 11¥-1 F型、日 02
メー力、一名|マ、ーク子ック

使用目的|鋼構造物の亀裂検査

'鋼構造物に対して塗院をはぶした後、松'ti
き裂の検出を目的として用いられ、強磁↑生材
を磁化し、亀裂なJ子び川、連続書1¥から漏洩する
磁界に磁|笠粉を吸着させて亀裂を検査する装| 紫外線探傷灯(II02) 
置である。

{曲与

機積名 |振動疲労試験機

型番 | 
メ「カ←名|トピー工業

使用目的|疲労亀裂発生状況の位認
目試験用プレーム(架台)、パイプレータ

(振動モータ)、制御装置、および予荷重シ
ステムから構成される板山げ疲労試験機であ
る。架台に取り付けられた試験体上にパイプ
レータを設置し、そのほを振動させることで
繰り返し応力を発生させる。予荷重システム

備考 |は応力比(最大応力/最小応力)を生えるた
めの装置である。本試験機ば、 20[]z程度の比
較的高速載荷が可能であるのに加え、消費電
力も低いため、安析に基略的な疲労データそ
得ることが可能である。

機種名 |オムニユースE、ストレインアンプ
型番 |臥2300、1¥S1703
メーカー名|岡山vio赤外線テクノ口ジー

使用目的|動ひずみ測定器
'簡単かつスピ」ディにデータ集録・記録を行
えるデータアクイジョン装置である υ 電圧、
ひずみ、温度、振動、圧))などさまざまな入
力信号に対Lているため、構造物の健全度を
診断するために必要な動的歪みや加速度合高
速で収録することができるシステムである

備考 |特に木製品は、インタブエース、視認性に優
れており、実験室での使用のみならず、現場
適用が容易であるの
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.講演資料

文斉1I科挙省手[.坐技術阪興調整費・地域再生人材創出拠点の形成

観光ナガサキを支える“道守"養成ユニット

， .何故いまインフラ長寿命化か

長崎大学工学部構造工学科・教授

(兼)インフラ長寿命化センター長

松田浩

Email:matsuda⑨nagasaki-u.acjp 

「ローマ人の物語J(塩野七生著)にJ士、 Lイヒローマ人が築主上げた道路網や水道網な
どの“インブラストラクチャー"は、“人間が人間らLい生活を送るために必要なJ記事業"で
あり、“経済))が向卜したからではなく経i斉))を同卜するためにやるもの"、 6膨大な経費

全かけ多くの人々が参加し長いお月合要し、て現実化するもの'¥そして、“インフラがどうな

されるかはその民族のこれからの進む道支で決めてし主う"と玄で書仰れてし、主ず付

アメリカでは 1920~30 年代に連設された僑が 50~60 年後の 1980 年代に必朽化が進

むとと削こ法橋が相次ぎましたJ その後維持管理費を増強し、補修楠強を行ったにもかか

わらず、現在でもまだ 3釦lもの欠陥橋梁があると言われてし、去すc2007年 8月のミネアポ
リスて五吋1司製トラス橋U)落橋事故はそのことを如実に物語っていますのこの橋は継続的に
モニタリングが行われ、補修補強一仁事の最中守あったまさにその時に法橋Lごしまったの

です。 t~術的な管理が行われていたにもかかわらずにで-10
国土交通省では、“最壊するアメり力"のようにならなL、ようにするために、維持管理の重

要性を力説してL、ましたcミネアポリスの法橋事故の直後;こも、トラス橋の点検調査がなさ

れたのですが、干の点検作業中にトラス斜材が切断する事故が牛じてし士いました。岡管

理の国道でもとのような状況ですっ 1喬の数がJ宇倒的に多い地方の市町村道的備にし、たっ
ては7~8害りが点検すら行われていないとL 、うのが現況です。予算がない、}支術者がいな

しことがその理由土して挙げられてし、ましたし

このような状況を鑑み、長崎大学工学部インフラ長寿命化センタ」では、長崎県および

県内建設業界とi車携し、橋やトンネルや道路の維持管理を行う“道守"を養成すべく講座
開設へ|白1;)ての取り組みを閣始し士したc

2 地域の現状と課題

(1)地域における社会的・経済的ニーズ(観光立県・長崎)

長崎県では、「観光立県・長崎|づくりを.fii:進し、観光振興を県の重点施策として取り組

んでJ，V)、平成 18年に敏光振興条例を制定するとともに、平成 19年に|観光振興基本計
画Iを策定してし、ますまた、「長崎の教会群とキリスト教関連遺産」が世界遺産候補となり

ましたように、教会群をはじめと寸る観光資源が半島や離島;こ点在してc、ま寸ーこれらの

資料9



観光資源を結ぶために、橋やトンネルや道路などの交J邑インフラ網が整備されています

が、観jlciに県を推進するためには、その機能を健全に維持してし、く必要があり、特に泌を

渡る長大橋はインフラ制の重安な役割を果たしてい宅ず。

(2)地域における解決すべき課題(長崎県内の交通インフラ網の課題)

長崎県は県自体が半島であり、離島が面積の4由lを占め、北海道に次くぜ海岸線を有し
てし，主すc主君設構造物l土、高j同・多出・台風・7示節凪の影響で塩害そ受けやすし、地理的・

地勢的に厳しい劣化環境下にあるのです。そのため、塩害でコンクソートにひび害IJれが生

じたり、鋼にま芦が生じた例が数多く確認されてし、ます。このような状況に対処するには“早

期発見"ど“早期補修"が重要になります。

ム }j、長崎県の財政状汎は今後も厳しい財政J~至福Pが続くことが予想され、維持管理費

の人中高な憎額は見込めまセん。 .... ~崎I!jl<"lごはチ防保全に立胸lした「橋梁長寿命化言|幽」も

吹雪空きれていますが、その実施のための技術者が相当数必要となります。しかし、現状で

はそうした技術者の数が不足しており、その養成が喫緊の課題となってし、ます。

3 地域再生人材創出構想の内容

(1)人材養成の目的

本ユユットの目的は渉くの通りです。

-今後増大する維持管理コストを大幅に軽減し、既存構造物の長寿命化を図る

.~守カルテの作成で安全の十世掃と限られた人材での維持管理を可能にする0

.構造物のメンテナンス密通して、地元の新しい公共事業どして活性化に繋げるF

O養成の対象者、養成寸べき人t>l{象
養成H標人物像は、日頃から管E早ムずべきインフラ構造物に接しよその変状に即座に気
づく人材(道宇梢助員)、実際に調査・診断を行う技術者(道守梢)、特定分野においてき

わめて高度な技術レベルを有する技術者(特定道守)、さらにその結果の妥当性を適切

に評f山し総台均な判断を下す技術者(道守)の4レベルの人材を想定してい士「。養成者

は、内治体職異及びその OR、建設・設計業者、r¥PO、近隣住民を在、定していますコ

。養成修(者の活躍の場、地域再生への具体的な買敵

行、業技術者が公的資格を取得「る三どにより、地元寸、業の受注増が期待され、維持管

県に要する費用が地元に還元され、地元建設業者の活性化にも繋がりますり県、市職員

の養戎修 f者l玉県内インフラ構造物の維持管理計画の立案と実施を通して長寿命化を
|刈り、県全域の観光立県としての再生に貫字決することとなります。さらに、一般市民の養成

修了者は、身近にある構造物全凶 L買から気にかけて観察寸ることーで、大きな劣化・損傷の

前兆企早期に発見寸一ることが可能になるとし巾R:で、維持管王里コストの低減お上び効果的

な「予防保全J0)実施i二貢献すると止になり主寸。

。人材養成業務の実施内容

人材育成に関しては、各レベルに応じたカリキュラムを実施します。すなわち、建設部

門の鋼構造及びコンクリート分野に限ったカリキュラムを編成し、建設 般(アセットマネジ

メン卜やリスクマネジメン卜を含む)、専門分野の某健知識に閉する講義あるいは通信教育、

専門分野に関連「る実験(学門訟備利用)を行し、去すc特定道守に関しては、鋼構造、コ
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ンクリートの 2コースを準備し、各資格取得のために必要な某礎知識に関する講義、実験

および現場を利用した診断実習を?丁い士?っまた、道守のうち学{v:取得を目指ア人材に

ついては、現場の三一ズに即した研究開発あるいは現場での問題解決型研究開発を実

施しますコ

4 自治体との連携及び地域再生・活性化の観点

<>自治体との連携:インフラ維持管理業務を発注臼治体にl士、本講座の受講者に対し

て総合詳fiffi時の加点対象どするインセンテ fブを与える検討を行い、カリキ斗ラム内存や
コースU)実施方法の改善等に関する協力を得るととになります。

<>地域再生の取組等との関連性事後保全」では人相、泊、内々対策が必要で仕事が地

域外J\~hlf刑するのに対して、「予防保全Iのメンチナンスは小規模で継続的事業が必要

かっ効果的とたりますので、地元企業や地元住民の参況が有利となり、地元企業の活性

化止雇用情1)山が期待できます。

<>地域としての個性・特色及び地域のニーズ 適切な維持管理を合理的に行うには、

交通インプラ施設の情報、景縄資源などを統括したデータヘーノ、tF築と、ハードとソブ卜と
もに縦続的に更新し維持管理を担う人材の養成が必要です。それを基に最適必縫持管

県手法を確立するとともに、安通インフラ施設の健令ー度と利用者への影響度等を考慮した

維持管王唱の優先順位等を設定し、更新を含む投資費用の低減化と平準化を円指すアセ

ットマネジメン卜の導入が求められますη

。成果として見込まれる地域再生への貢献度:“道守"集団の活躍により、インフヲ維持

管理伝効果此に遂行vて、観光立県全円指す地域再生・活性化に貢献できます O また、
地方向治体や地元企業の技術者のための再教育を新主主術・知識習得する機会を提供す

るため、地ノ己企業の技術力|山I上と新注議創出に繋がるととが期待で含ます。

5 実施期間終了後の取組

実施期間終f後の養成人数は、道守、特定道守、道守補、道守補助員の各資格の取
得者色累計で4人、 16人、 45入、 125人とすることを数値目標企しますJ コース修了者に
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は自治体職員、地元企業社員ばかりでなく、その OBや 般市民も含まれるため、その活

動の場として Nド()の設立を許画していま寸 Jその役割l士、 i且守の育成と運用 J官コ豆、業務
支援し、メンテナンスの普及活動と長寿命化活動のモデル事業%:継続的に実樋すること

にあり主す。将来的には、道守だけではなく、ノド守、海守、 )I[守、森守、山守の養成のモ

デルケースとしての役割を担うものです。

本事業で養成する“道守"はL、わばホームドクター的役割を果たすちのです。それに対

してインフラ長寿命化センターは、道守育成を支援するとともに、インブラ構造物の劣化診

断、補修・補強法、 i室晴診断j去、アセットマネジメントなど先端的研究開発を担う「インフラ
構造物の総合病院].1存包を日係として掲げていますω

6 期待される波及効果

“道守"養成ユニットにより、維持管理計削の立案へ貢献できる技術者を継続的に供

給するととができるため、“i萱守"集団の活躍により、観光立県長崎の交通インフフ施
設の維持管環を効果的に巡行して、観光産業の発展 I~寄与することができます。

地元ストックを活かした産業は地元に有利|で、細やかな対応が可能とな竹8割以上が

地元の仕事;となりますリまた、地元技術者をど“j萱守"として養成寸ることにより、県内企

業の受注機会の向上が見込め、地元建設業の人材育成土活性化と雇用創出を図れ

ます(

i査船、機械、rr蛍業から人材と技術をノン7-)長寿命化分野J¥移転することができ、
退職者の再雇用が図れまーすυ二二れらの技術が“インフラ長寿命化"に貢献する新産業

どなるとともに、高度計測技術の閣発は新産業倉リ出の、ン←ス、どなり得ることが期待され

ますc

ストック扶資の結果、長期のコスト縮減土更新投資を削減でき、社会資本の長寿命化

で県市町村財政の経費節減が可能となり「地域再生」に寄与するととができ云オ l

“道守"養成ユニットの展開として、“道"だけではなく、人聞の生活に必要不可欠な地

攻の水、海、川、山、森を守る人材育成マ¥の拡充剖刈るこどを目標どしてし、三ア，-"
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.講演会風景写真
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4. 成果報告会資料集

・パンフレツト
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文部科学省科学技術振興調整費《地域再生人材創出拠点、の形成》

観光ナガサキを支える“道守"養成ユニット平成20年度成果報告会

φFAX専用申込み用紙φ

ご住所

.申込のl祭はよ必要事項をご記入いただき、下記申込先までFAXまたはE-mailにてお申し込みください。

意見受換会

ご所属
(団体名等)

ご氏名

参加する

参加しない

TEL: 

FAX: 

E-mail: 

混と記入いただきました他人情報は適切に保育いたし主すとともに、道守養成ユニット1;::関わる慌催作事等のご案内のみに利用古せていただきます。

民応募者多数Kよリ、ご参hoいただけない場合は、ご連描いたします。

FAX: 095-819-2879 
E-mail:michimori@ml.nagasaki-u.ac.jp 

報
告
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

連絡先
(TEL-FAX-E-mail) 

13 口口~13:1 日 開会のあいさつ

長崎大学工学部長 E 茂t仇撤教民

13汁口~14:50 平成20年度“道守"養成ユ二ッ卜実施報曹

イシ:;フ長寿命化センヲ 長

外部請師(コサ力設計 I アソシ上1')代表)

道守補(大宋開発側)

週守樗助"久賀島地区公民館主事)

道守長崎会議事務局長

松田 浩教授

上阪康雄 氏

怯尾正人 氏

坂谷伸子 氏

阿野史子 氏

く休慧 (10分)> 

10:0口~lb‘bO 基調講油 1

岐車大学社会資木アセット可ネジメン卜技術研究センター長 八嶋厚教授

『社会窓際メンテナンス工'1スパート書成 ー干の目指す七の I 

15:50~16‘40 基調講演2

九州L業大学者吾教授 I 出先降主主牛

『善治止:I木』

16:4口~17:30 基調講溜3

慶恩義塾大学理工学部 I 米田雅子教授

『ストッケ時代の建設業 長寿命化と森林再生 J

17:30.~ 19:30 意見受換会(会費目 5，000円)
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-スケジュール

地域再生人材創出拠点、ω形成》

「観光ナガサキを支える"道守"養成ユニット」

文，;p科学省、科学lxHI振拠調整費

成果報告会

長山]大学 共催長崎県

(財)長叫]県建設二主術研究センター・(社)長崎県建設業協会

(社)長山両県i'llll雫京計業協会・長崎県十木施工管科技士会

催

後援

ムド成21年3月 1 1 口 (水) nl)l)~HnlO 

Z 参加者数(見込)

記者 15 0名

受講者・県職員・建設楽協会・測量投:;1糸協会・ノ正午T関係者

1 開イ長口H'T

など

刊
又救

氏

氏

氏

氏

ホテルセ./トヒノレ長11時・ 2F妙見(長崎市筑後目rl

十'1~同浩

上|仮康雄

松尾正人

坂谷伸子

阿野完了

長崎大学」二学部長挨拶 茂tft i般教授

平成立0年度 j註守'養成ユニット実施報舎

インフヲ長方命乍センター長

外部諮岬(:::サカ設計・アソン/エーツ代衣)

道守補(大栄開花附)

i賞¥J'補助員(久賀島地区公R館主事)

j芭守区山商会議事務局広

場

4. {5~ 間

1 a:OO~ 1:1: 10 

1:nO~14 日

ム
百3 

教授厚

く休憩、 (10分) > 

15:00九 15:iiO 基調講演 1

岐阜大学社会資本アセットマネジメント技術研究センター長 八嶋

『社会基盤メンテナンスエキスパ←卜養成 その口指すもの 』

先生I~ 庁I光

1 i) :61)~ 1(;:，11) 基調講演2

九州工泉大学名誉教授

「羊福ーと土木』

16 :40~17: .30 基調講演3

慶R空義塾大学理 l学部 米開雅子教授

「ストック時代の建設業 長フ任命化と森林再生』

n:;30'~1!J: 30 Ai，見交換会(士、費ろ000円)
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5.募集要項

・道守補助員養成コース

文部科学省科学按術振興調整費《地蟻再生人材創出拠点の形成》

向平成 20年度

「観光ナガサキを支える“道噂"Jに係わる

養成講座の受講及び認定試験の手引き

道守補助員コース

に

申請書受付期間 平成 20年 9月 16日(火平成 20年 10月 3日(金)

受講者発表 随時(受講日の 1ヶ月前までにはご連絡致します)

養成講座臨時(正昧 6時間 (1日)を実施)

認定獄験受講臼(講座終了後((筆記試験》

合格発表受講終7後 1ヶ月以内

「観光ナガサキを支える“道守"養成ユニット』運営協議会
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文節制学術科学鍬術館興調律費 《地盤官房食入紛創出齢点の需要時》

平成 20年度

「麗光ナガサキを茸える“道守勺に係わる養成瞬座

事集葺項

.jt't 

干反日午i:![~')r遵守補助民コスr";受'"奇)口下 η 安積 良専管巨

養成人材

て百三豆沼持地 餐成傾補者

昭間 .柑:Q':Iz;t;曲目k
I専門郎円，ni~ できる人

蓮守 {人) 宝島昏金格.鎚得笹..，で曹会人
開叫術髄t"".!" <E..~

〈年明虫色l喰 F食費聖)

凶 1 経 j'(ァガサキ1i支える d遣す ー係わる長F求訴d

ヨ 養成語監の受罰

(1:' :trJo:Uo寺川

白Jなヌペ "，-' .'l~ ゾラパヌ Ll:、受 」律令がよそごt iJ 第白訂~.:I::-t-
実通+場所

毎年 口時円内 (4t~_ 三予言 i) 弘筒1) 1 て?聞 1加 ~; -J オ1.?2C)字.lTi:t民街地ドベ
&此供地ti， ~ゴ弘氏血区で阿佐 1 玄す

'7~ャJ
受 ~I" . :t:rマ乞三厄夜~t l{:f:しとお J

(4' 
2正て下繍よ旬 以?を J，'~自律庄は 講?号、点 l会担当布佳山 されます ￥l茨移l民J

4 想定試厳

川 l 乏験資格

判長にホ白 l仙員宅李成 l ス山学ての講義 実現芳守講し/三受講1片は 応

L!.: -~ 

[.'，に (プ巧 再

(7:， 
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事集内容

4寺山 ~fサ〔山何本

民ル信長ヲモしま r

誌で

4じ首将2芝

県 巧町ニ- (γ 全 l言権凶外事 ~::::ffr胤毛t土

封筒ア玉突 首?春rt ムーゾト受講 .(ヘ~ì'=:中

"歪同箆l議♀が 提，'，当初包ちと:::.:Ji tt~ìl-庄の交点者

lま-j

Fi，X ，)<):;-:1 l'~ 
三lrlail michillつど1畑 l_nf;:;urkiU.Dじ w 
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遵
守
賛
成
ユ
ニ
ッ
ト
』
と
は
?

長
崎
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と
i草
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莞
し
て
、
長
崎
県
の
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要
な
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会
資
本
で
あ
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!
道
J
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縫
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碍
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に
閉
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を
目
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し
た
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の
た
め
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プ
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で
す
v

・
葉
集
に
つ
い
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1.
募
集
人
員
4
0
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程
庭

2.
受
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め
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要
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特
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は
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り
ま
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が
、
お
住
ま
い
の
地
域
で
開
催
さ
れ
る
出
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謁
座
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等
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醤
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し
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あ
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表
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載
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阪
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4砂道守補養成コース

文部科学省科学技術振興調整費《地域再生人材創出拠点の形成》

£ 
向平成 20年度

「観光ナガサキを支える“道守"」に係わる

養成講座の受講及び認定試験の手引き

にノ

道守捕コース

申請書受付期間 平成 20年 9月 16回(火平成 20年 10月 3回(金)

受講者発表平成 20年 10月 10日(金)

養成講座 I 平成 20 年 10 月 31 日(金)~平成 20 年 12 月 19 日(金)

(上記日程のうち、正味 36時間を実施)

認定試験平成 20年 12月 26日(金)

i(筆記試験》

合格発表平成 21年 2月下旬

C:~ 面接続験》

「観光ナガサキを支える“道守"養成ユニット』運営協議会
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文部科学禽料理除措術開興拐事室費《地盤礎寓偉人材創出終点。形~)

平成 20年度

「観光ナガサキを茸える“道守に備わる養成瞬座

募集葺項

造物内維持同列常寸?i棋也ル担併

建戚人材|

由補お員 削~HII- . I肋
イ弘 明記ご気づ吋λ

名称 カリキzラふ 鐘.悟補者

実写 市民講座レペル
薗E

e開制四く王》 ーできい 日且マ伽土本塩工管理 府買 旭光白地体0'
鐙士ιべλ 実駿 企篠0'

.騨冒
嗣針?帽士川ル(摩醐・， '民間治鎌田

企轟穂a

通'<1'人〕抽叫ι醐佐野叶るよ
J 高度な酬附"でき句人

凶 1 慌λァガサキ1!'支える d遣す ー係わる長Fま綿d

長自奇女学て挙前イ〆プヲロ寿命 J七k〆グ 円

以守賛成二~ I'J 事7さ鳥

F江仲:)-81匂-2879

ビ '~"il ，lidJi臥U 恥↓ L"ド"，_"hi
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6. 受講生アンケート

4修道守補助員養成コース

遵守1':--ケート(遵守補助員コース)

この殴は「辺守設成ユニット l:iB守補fl1J員コース)Jじた受講お疲れ様でしたり

来年位以降の参考iこするだめ、アジケードにお主主えください。

該当する項目iごOを付け、間51出品想をご記入JR~います。

1. 本講座をどこでお知りになりましたか?

新開記事(新開名)・ パンフ;jツト〔設置箇所

彊講要項(設置J箇所 〉・ 知人のすすめ(紹介蓄

11¥一九ページ ・ そ(1)1也〔

、}J
¥

}

/

¥

}

/

2. 本講座の受講の動機を教えてください。(複数回苔可〉

I也械に貢献するだめ . 1:t事!こ役立ちそうだったから ・ 自己開発のため

無料だったから ・ その他(

3. 極業の時間叡はいかがでしたか?

T 
少なかコた|

之 3 ヰ

たっか多
5
1
 

4. 療業の内容はいかがでしだか?

簡単すぎた|
2 3 4 Jケ、J

|艶しかった

5. 現場実習について感想をお聞かせ下さいn

良かっ疋|

つ 3 4 5 
1悪かった

感想(できるだ17具体的に改善点や気づいた点を書いてください。〉

[ 
6. 今後、上クラスの『遵守補コース』を受講したいと思いきますか?

受講レ/E.い ー 蚤譲υなくてよい ' どちらと包言えなGi

ご協力ありがとうございぎし疋。
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-道守補養成コース
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6. 
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資料23



編集後記

長崎大学工学部重点研究センター構想のーっとして、平成 19年 1月に「インフラ

長寿命化センター」が設置されました。構成員は工学部のほとんどすべての学科の若

手教員です。当時の将来計画委員会記録には、「“人"“もの"“場所"“金"もないバ

ーチャルなセンターであるが、これを有効活用し、外部資金等を獲得して、実質的な

工学部センターとして機能させたい。」と記載されています。他の重点研究センター

構想のプロジェクトに対しては大学からの支援がありましたが、「インフラ長寿命化

センター」には、前述のように何もないところから始まり、異分野の研究内容につい

ての勉強会を開催するとともに、競争的外部資金を獲得することを最大の使命として

活動して参りました。

その第一番目として、平成 19年度の科学技術振興調整費に応募しました。練習の

つもりで申請したのですが、書類審査では採択候補に選ばれました。残念ながらヒア

リング審査では採択には至りませんでしたが、書類審査で採択候補に選ばれたことは、

私どもの活動の励みになるとともに、粛藤寛前学長をはじめ大学当局からもご理解が

得られたように感じました。平成 20年度にも申請し、書類審査で採択候補に選ばれ

ました。平成 19年度の経験を活かして、申請内容をブラッシュアップすベく、斎藤

寛前学長をはじめ事務局の先生方の前で、学内で4回の勉強会、ヒアリング当日の朝

にも練習とも言うべき会議を持ちました。斎藤寛前学長、長崎県の岡崎智氏や建設業

協会の谷村隆三会長には、ヒアリングの練習や本番では、ご協力をいただきました。

ここに記してお礼を申し上げます。

本プログラムが採択された後の運用に際しては、長崎県土木部をはじめ、長崎県建

設業協会、長崎県測量設計業協会、長崎県建設技術研究センターの多くの方々からた

くさんのご支援とご指導を賜りました。

10月 3日の開講記念講演会では，構造物の維持管理にそれぞれの立場で深くかか

わっておられる藤野陽三先生(東京大学)、田崎敏昭氏(長崎県土木部)、吉岡敦氏(土

木研究所)、阿部允氏 (NPO橋守支援センター)のご四方に基調講演をお願いいたし

ました。

“道守補"講座を 10月31日に開講するとともに、 3地域での“道守補助員"講座

も実施しました。講座の運用とともに、“道守"養成講座の広報活動にも力を入れて

きました。長崎ジオラボ研究会、第 5回道守長崎会議、鋼構造シンポジウム、第 15

回岐阜シンポジウム、道守九州会議交流会道づくし m鹿児島、九州地区産学官コー
ディネーター会議、建設トップランナーフォーラム m唐津などで、話題提供やパネル

展示を実施してきました。

平成21年3月11日開催の成果報告会では、平成20年度に開講しました“道守補"

と“道守補助員"コースに関する成果報告会を行うとともに、八嶋厚先生(岐車大学)、

出光隆先生(九州工業大学名誉教授)、米田雅子先生(慶応大学)に基調講演をお願

いしました。

岐阜大学の八嶋厚教授には本プロジェクト推進に際して、絶大なるご指導を賜ると

ともに、岐阜大学社会資本アセットマネジメント技術研究センター、(独)土木研究

所構造物メンテナンス研究センター、長崎大学工学部インフラ長寿命化センターとの

三者の問で「社会基盤のメンテナンスに係る地域人材育成に関する協定」の締結にご

尽力していただきました。岐阜大学と長崎大学の上記センター聞では、同時に「社会



基盤のメンテナンスに係る研究協力に関する協定」も締結しました。

出光隆先生に“道守"講座の成果報告会での講演を依頼した際、前述の建設トップ

ランナーフォーラムで“道守"講座の話題提供すること、コーディネーターが米田雅

子先生である旨を話しましたところ、「米田雅子先生はよくホームページで見てよく

知ってる。都合がつけば唐津で是非お会いしたい」と話されました。このような経緯

があり、米田先生には唐津ではじめてお会いしました際に、長崎でのご講演をお願い

しましたところご快諾いただきました。唐津で、はフォーラム代表幹事和田章先生(東

京工業大学)にもお会いしました。何故か 10月3日に藤野先生が長崎で講演された
ことをご存知でした。よくよく伺うと東京工業大学での仕事をやめて長崎で講演して

いただいたとのことです。唐津で、のフォーラムをお引き受けしてよかったと思いまし

た。

本プログラムの申請、採択から、実施運用に至るまで、やってこれましたのは、上述

しました方々をはじめ多くの方々からのご支援とご指導の賜と心より感謝していま

す。

また、今年度の道守養成講座運用におきましては、計画 (plan)、実行 (do)、評価

(check)、改善 (act)を短期間で実行するという極めてハードなスケジュールの中、

インフラ長寿命化センターの教職員が一丸となって実行しました。このことはインフ

ラ長寿命化センターの教職員にとりましては大きな自信となったことと思います。

平成21年度には、さらに、“道守補助員"コース、“道守補"コースに加え、“特定
道守"コース、“道守"コースも開始されます。本プログラムの成功は、多くの方々

のご協力、ご支援がなければありえません。どうか今後も変わらぬご協力とご支援を

賜りますようお願い申し上げます。

長崎大学工学部インフラ長寿命化センター長

松田浩
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